
萩
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は
じ
め
に
　
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
の
萩
藩
の
産
物
帳
関
係
資
料
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が

痛
感
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
萩
藩
に
お
け
る
編
纂
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
の
も
今
後
の
研
究
に
有
益
と
考
え
、
数
多
い
現
存
資
料
の

紹
介
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
始
終
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
本
稿
の
記
述
の
多
く
は
日
野
巌
氏
の
研
究
に
負
う
が
、
新
し
い
資
料
の
検
討
と
他
国
産
物
帳
の
調
査
結
果
を
参
考
に
し
た
結
果
、
日
野

氏
の
所
説
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
結
論
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
ω
　
産
物
帳
下
書
き
を
丹
羽
正
伯
の
内
見
に
供
し
た
の
は
、
元
文
元
年
一
二
月
一
〇
日
で
あ
る
こ
と
。

　
ω
絵
図
註
書
帳
を
完
成
し
、
産
物
帳
本
帳
の
清
書
本
と
共
に
江
戸
へ
送
っ
た
の
は
、
元
文
二
年
一
〇
月
二
八
日
で
あ
る
こ
と
。

　
㈹
鳥
田
智
庵
自
序
を
有
す
る
『
長
防
産
物
名
寄
』
が
成
っ
た
の
は
、
ω
ω
の
間
、
即
ち
正
伯
の
内
見
か
ら
絵
図
註
書
完
成
ま
で
の
問

　
　
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
ω
　
元
文
三
年
以
降
に
成
っ
た
現
存
の
「
産
物
名
寄
帳
」
「
同
余
り
物
帳
」
そ
の
他
の
資
料
は
、
産
物
帳
が
完
成
し
て
江
戸
へ
送
ら
れ
た

　
　
後
に
、
独
旨
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、
既
発
表
の
拙
稿
に
存
す
る
誤
り
も
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
関
係
資
料
の
大
部
分
は
科
学
書
院
の
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
（
以
下
、
『
集
成
』
）
第
㎜
、
1
X
，
X
巻
に
収
め
ら
れ
、
未

収
の
分
は
山
口
県
文
書
館
（
毛
利
家
文
庫
、
県
庁
旧
藩
伝
来
記
録
）
で
容
易
に
閲
覧
で
き
る
。
『
集
成
』
所
収
の
資
料
に
は
（
集
成
㎜
）
な

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



二

ど
と
記
し
、
引
用
記
事
に
は
巻
号
と
頁
数
を
示
し
た
。

産
物
調
査
の
発
端
　
「
有
徳
院
殿
御
実
記
」
享
保
一
九
年
（
…
茜
一
三
月
二
一
目
の
条
に
よ
る
と
、
江
戸
幕
府
の
老
中
松
平
左
近
将
監
か
ら

大
目
付
宛
に
次
の
示
達
が
出
さ
れ
た
。

　
　
け
ふ
令
せ
ら
れ
し
は
、
医
生
丹
羽
正
伯
貞
機
に
庶
物
類
纂
の
編
集
を
め
い
ぜ
ら
る
＞
に
よ
り
、
国
々
の
産
物
、
其
名
、
其
形
状
を
と

　
　
ふ
こ
と
も
あ
る
べ
け
れ
ば
、
公
領
は
代
官
、
私
領
は
領
主
、
地
頭
、
寺
杜
領
は
其
主
管
に
よ
り
、
か
ね
て
さ
と
し
を
く
べ
し
と
な
り
。

　
正
式
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
此
度
丹
羽
正
伯
書
物
編
集
被
仰
付
、
諸
国
之
産
物
、
俗
名
井
其
形
、
其
国
々
江
承
合
申
茂
可
有
之
戻
問
、
正
伯
相
尋
候
者
申
聞
戻
様
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
御
料
者
御
代
官
、
私
領
者
其
領
主
且
地
頭
、
井
寺
杜
領
者
其
支
配
頭
々
5
可
被
申
渡
戻
以
上

　
丹
羽
正
伯
一
貞
機
、
＝
一
九
一
∫
；
至
一
）
は
幕
府
の
医
官
を
務
め
、
採
薬
や
薬
園
の
経
営
に
功
績
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
京
都
の
本
草
学
者

稲
生
若
水
（
宣
義
一
に
学
び
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
命
に
よ
り
亡
師
の
跡
を
継
い
で
類
書
『
庶
物
類
纂
』
続
編
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
こ
の

「
国
々
の
産
物
」
「
諸
国
之
産
物
」
云
々
が
諸
国
産
物
調
査
の
発
端
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
一

　
こ
の
示
達
は
諸
藩
へ
廻
さ
れ
、
例
え
ば
筑
前
福
岡
藩
は
三
月
二
四
日
付
、
薩
摩
藩
は
二
八
日
付
で
記
録
し
て
い
る
か
ら
、
萩
藩
へ
も
前

後
し
て
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
予
告
さ
れ
た
正
伯
の
「
尋
」
が
そ
の
年
に
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

調
査
の
発
令
　
翌
呈
保
一
九
年
閨
三
月
一
四
日
、
傭
前
岡
山
藩
ほ
か
一
五
藩
の
江
戸
留
守
居
が
正
伯
の
許
へ
招
か
れ
、
領
内
の
産
物
（
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
一

作
物
を
含
む
天
産
物
で
、
加
工
品
は
除
く
）
を
調
査
、
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
福
岡
藩
と
薩
摩
藩
が
招
か
れ
た
の
は
四
月
三
日

　
　
　
（
8
）

で
あ
る
。
閨
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
全
国
諸
藩
領
の
留
守
居
が
幾
度
か
に
分
け
て
集
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
萩
藩
も
こ
の
頃
に
招
致
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
正
伯
の
要
求
は
「
御
国
中
在
々
浦
々
嶋
々
至
迄
、
其
所
二
有
之
品
、
不
残
書
出
可
申
候
」
と
い
う
悉
皆
調
査
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〕

あ
っ
た
。
し
か
も
、
予
め
用
意
し
た
報
告
書
式
を
そ
の
席
に
回
覧
さ
せ
て
写
し
取
ら
せ
る
な
ど
周
至
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
出
席
者
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

は
種
々
の
疑
問
点
が
質
さ
れ
た
り
、
調
査
規
模
を
縮
ハ
す
る
上
申
が
出
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
正
伯
は
既
定
の
方
針
を
譲
ら
な
か
っ



た
か
ら
、
諸
国
の
産
物
調
査
は
正
伯
が
示
し
た
枠
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、
「
右
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
’

品
々
、
常
二
俗
語
二
唱
来
候
分
ハ
其
通
二
書
出
可
申
候
」
と
命
じ
た
の
は
優
れ
た
着
想
で
あ
っ
た
。

萩
藩
の
調
査
開
始
報
を
受
け
た
萩
藩
で
は
、
岡
部
市
郎
左
衛
門
を
防
長
産
物
改
役
に
任
じ
、
同
年
五
月
一
一
日
に
は
仁
保
玄
珠
と
烏
田

智
庵
を
同
役
に
加
え
、
こ
こ
に
萩
藩
に
お
け
る
産
物
調
査
と
産
物
帳
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
見
て
、
岡
部
を
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

頭
役
と
し
て
他
二
人
が
実
務
を
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
調
査
す
べ
き
範
囲
は
長
門
国
、
周
防
国
の
全
域
で
あ
り
、
藩
府
を
長
門
の
萩
に
置
く
毛
利
家
本
藩
と
、
こ
れ
か
ら
分
か
れ
た
周
防
国
都

濃
郡
の
徳
山
藩
、
同
じ
く
長
門
国
豊
浦
郡
を
領
し
た
長
府
藩
、
長
府
藩
か
ら
出
た
清
末
藩
か
ら
な
る
。
周
防
国
玖
珂
郡
を
領
し
た
吉
川
家

の
岩
国
藩
も
萩
藩
の
支
配
内
で
あ
る
。
本
藩
の
直
轄
領
（
御
本
手
領
）
は
宰
判
（
才
判
一
と
い
う
行
政
単
位
に
分
か
れ
る
。
長
門
に
は
八

（
当
嶋
、
浜
崎
、
奥
阿
武
郡
、
美
祢
郡
、
前
大
津
郡
、
先
大
津
郡
、
吉
田
、
舟
木
）
、
周
防
に
は
九
（
山
口
、
小
郡
、
三
田
尻
、
都
濃
郡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ゲ

徳
地
、
熊
毛
、
山
代
、
上
ノ
関
）
の
宰
判
が
置
か
れ
、
「
地
下
」
と
総
称
さ
れ
た
。

　
調
査
の
手
順
と
し
て
は
、
各
支
藩
と
地
下
の
担
当
者
（
産
物
方
）
の
選
任
、
彼
ら
に
対
す
る
調
査
内
容
や
方
法
の
説
明
、
実
地
調
査
、
報

告
書
一
産
物
名
寄
帳
）
の
編
集
お
よ
び
萩
へ
の
提
出
、
産
物
改
役
に
よ
る
鑑
定
と
分
類
整
理
に
基
づ
く
国
別
産
物
帳
の
編
集
が
行
わ
れ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
元
文
二
年
『
長
防
産
物
名
寄
』
の
鳥
田
智
庵
白
序
が
唯
一
参
考
と
な
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
訴
官
長
而
後
、
飛
羽
激
急
告
県
令
。
是
故
、
二
州
人
民
、
送
名
物
夜
以
次
日
、
或
荷
之
或
袖
之
、
来
而
聚
官
府
、
不
可
極

　
　
焉
。
実
昔
虎
威
者
也
。
籍
詮
定
諸
家
之
説
、
為
之
図
絵
、
使
人
験
其
草
木
根
茎
花
実
之
徴
、
与
玉
石
金
土
虫
魚
飛
走
之
状
、
以
弁
其
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
H
）

　
　
贋
、
而
易
知
焉
。
凡
有
異
名
者
取
其
俗
称
、
註
之
目
録
各
条
下
（
後
略
一

　
地
下
の
担
当
者
が
持
ち
寄
っ
た
産
物
（
名
物
）
を
役
所
に
集
め
、
本
草
書
の
所
説
や
絵
図
（
図
絵
）
、
形
状
（
徴
状
）
の
説
明
に
よ
っ
て

鑑
定
し
、
地
方
名
（
異
名
）
と
し
て
の
俗
称
を
書
き
留
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
地
下
産
物
方
の
任
務
は
草
木
を
採
集
し
て
萩
へ
出

す
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
独
自
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
仮
に
判
定
困
難
な
産
物
の
一
部
を
産
物
改
役
に
鑑

定
依
頼
し
た
と
し
て
も
、
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
の
は
産
物
方
の
務
め
で
あ
る
。
長
門
に
は
そ
の
た
め
の
見
本
が
あ
っ
た
。

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



報
告
書
の
見
本
　
　
『
長
門
国
産
物
』
一
毛
利
家
文
庫
、
産
業
7
）
と
い
う
四
七
丁
の
冊
子
が
残
っ
て
い
る
。
成
立
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、

内
容
構
成
か
ら
藩
の
産
物
改
役
が
用
意
し
た
報
告
書
の
見
本
と
思
わ
れ
る
。
各
分
類
の
記
事
末
に
「
右
此
外
之
品
々
下
ヨ
リ
申
出
之
上
書

記
可
申
候
事
」
と
あ
り
、
鳥
之
類
で
は
「
尤
右
之
内
渡
鳥
之
類
も
御
座
候
得
共
、
於
夏
先
卵
を
か
や
し
候
分
は
、
地
鳥
同
様
二
調
申
候
事
」

と
追
加
指
示
の
あ
る
こ
と
が
目
的
を
表
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
に
興
味
あ
る
付
塞
（
付
紙
）
が
見
え
る
。
意
味
不
詳
の
「
う
ま
／
ど
う
」
を
例
示
し
た
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
ケ
様
之
類
は
広
く
諸
国
ニ
テ
不
唱
名
ニ
テ
候
故
、
何
れ
も
江
戸
辺
ニ
テ
ハ
何
、
京
都
辺
ニ
テ
ハ
何
と
申
儀
、
御
書
添
可
被
成
候
。
万
一
夫
も
知

　
　
レ
か
ね
候
ハ
、
絵
図
二
被
成
、
茎
葉
花
実
井
大
小
時
節
之
註
書
キ
御
書
添
、
別
二
本
二
御
認
可
被
成
候
。
何
レ
之
郡
二
不
限
、
惣
韓
此
例
と

　
　
御
認
可
被
成
候
。
勿
論
、
可
国
と
も
多
く
唱
候
名
は
、
不
及
其
義
戻
。
一
1
6
丁
裏
）

「
何
レ
之
郡
二
不
限
」
と
あ
る
か
ら
、
長
門
の
地
下
全
体
に
対
す
る
、
実
行
困
難
な
要
求
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
一
地
域
で
常
用
の
産
物
名
が

広
く
諸
国
に
通
用
す
る
か
否
か
は
自
明
で
な
い
し
、
宰
判
が
独
カ
で
当
該
産
物
の
江
戸
、
京
都
に
お
け
る
名
称
を
調
べ
ら
れ
る
と
は
思
わ

れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
絵
図
」
「
註
書
キ
」
の
作
成
を
免
れ
る
た
め
に
、
産
物
そ
の
も
の
を
産
物
改
役
の
許
に
持
ち
込
ん
で
鑑
定
を
請
う

の
は
当
然
で
、
智
庵
の
序
文
に
い
う
「
二
州
人
民
、
送
名
物
夜
以
次
日
、
或
荷
之
或
袖
之
、
来
而
聚
官
府
、
不
可
極
焉
」
と
い
う
事
態
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ル
　
　
ガ
ン
　
　
カ
モ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
地
下
に
対
す
る
指
示
の
付
塞
は
鳥
之
類
に
も
、
「
鶴
　
厩
　
発
」
を
掲
げ
て
、
「
右
三
色
献
上
二
相
成
候
物
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
相
見
二
候
故
、
此
断
差
除
展
事
」
（
3
7
丁
裏
）
と
あ
る
。
献
上
物
は
別
記
す
る
と
い
う
正
伯
の
指
示
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
見
本
に
記
載
さ
れ
た
産
物
は
約
五
二
〇
種
で
あ
る
。
例
え
ば
木
類
八
四
種
、
草
類
二
二
六
種
と
い
う
数
は
、
単
な
る
書
式
例
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ズ
ミ
モ
チ
ノ
キ

報
告
内
容
の
標
準
を
示
す
意
味
も
兼
ね
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
女
貞
　
　
ね
ず
み
ぎ
共
　
ね
ず
み
て
ふ
と
も
申
候
」
と
木
類
の

六
種
、
草
類
の
二
四
種
に
異
名
（
俗
称
）
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
に
穀
類
の
品
種
名
を
加
え
た
七
〇
〇
余
り
の
産
物
名
例
示
は
、
産
物
改
役
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

準
備
調
査
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
地
下
の
粗
放
な
調
査
を
戒
め
、
再
調
査
を
避
け
る
工
夫
で
あ
る
。
長
門
国
内
の
産
物
報
告
書

と
見
本
の
関
係
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
長
府
藩
と
清
末
藩
に
は
明
ら
か
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
見
本
に
は
周
防
に
し
か
例
の
な

い
産
物
が
載
っ
て
お
り
、
所
載
の
特
異
な
字
音
語
形
が
徳
山
藩
に
見
え
る
か
ら
、
類
似
内
容
の
見
本
が
周
防
に
対
し
て
も
用
意
さ
れ
て
い



　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た
可
能
性
が
あ
る
。

岩
国
の
報
生
星
目
提
出
　
調
査
開
始
か
ら
約
一
年
後
の
元
文
元
年
（
…
六
）
四
月
二
九
日
に
、
岩
国
藩
か
ら
領
内
産
物
の
報
告
書
が
提
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
補
注
2
）

れ
た
。
『
周
防
岩
国
吉
川
左
京
領
内
産
物
井
方
言
』
（
集
成
1
X
）
と
題
さ
れ
た
上
下
二
冊
、
四
百
丁
を
越
す
大
冊
で
あ
る
。
　
編
集
担
当
者

は
飯
田
道
調
と
藤
岡
忠
兵
衛
と
い
わ
れ
る
。
恐
ら
く
「
周
防
国
産
物
帳
」
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
萩
藩
の
重
要
な
参
考

資
料
に
も
な
っ
た
報
告
で
あ
る
。

　
岩
国
藩
の
報
告
が
重
視
さ
れ
た
背
景
に
は
、
担
当
者
の
一
人
で
あ
る
飯
田
道
璃
（
一
六
九
〇
∫
一
七
至
）
の
学
識
経
験
の
豊
か
さ
が
関
係
す
る
。

日
野
巌
氏
に
よ
る
と
、
飯
田
道
凋
は
正
徳
二
年
（
；
三
）
に
京
都
へ
上
っ
て
山
脇
玄
修
に
医
学
を
学
び
、
本
草
学
を
丹
羽
正
伯
と
同
じ
稲

生
若
水
に
学
ん
だ
。
享
保
五
年
（
…
O
）
に
江
戸
へ
赴
き
、
翌
六
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
正
伯
ら
と
畿
内
諸
国
に
採
薬
し
、
七
月
か
ら
八
月

に
は
上
総
、
下
総
、
常
陸
、
出
羽
、
陸
奥
へ
採
薬
旅
行
を
行
い
、
そ
の
功
に
よ
り
御
家
人
医
に
登
用
さ
れ
た
。
同
七
年
九
月
に
岩
国
へ
帰
郷

し
て
か
ら
は
藩
主
に
侍
医
と
し
て
仕
え
、
同
一
一
年
四
月
に
は
岩
国
領
内
の
薬
草
を
調
査
し
て
い
る
。
京
都
で
修
め
た
学
識
、
採
薬
旅
行

で
培
わ
れ
た
産
物
調
査
の
実
務
経
験
、
岩
国
周
辺
の
産
物
に
関
す
る
予
備
知
識
を
傭
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
岩
国
の
報
告
書
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
圭
墨
付
け
る
資
料
に
『
岩
国
御
領
産
物
問
合
之
覚
』
（
集
成
脳
）
が
あ
る
。
萩
の
産
物
改
役
が
報
告

書
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
た
事
項
の
覚
書
で
、
産
物
名
表
記
の
典
拠
や
分
類
基
準
な
ど
を
『
本
草
綱
目
』
『
大
和
本
草
』
『
和
漢
三
才
図

会
』
『
救
荒
本
草
』
の
所
説
と
約
六
五
〇
項
目
に
わ
た
っ
て
比
較
し
た
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
岩
国
産
物
帳
の
見
出
し
約
一
一
〇
〇

種
の
過
半
で
あ
る
。
「
正
字
」
（
漢
字
表
記
）
の
典
拠
を
照
合
し
た
四
二
七
項
目
一
う
ち
『
大
和
本
草
』
と
の
一
致
が
三
九
七
一
を
加
え
れ

ば
、
細
大
漏
ら
さ
ず
点
検
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
成
立
時
期
は
、
初
め
に
質
問
の
趣
旨
を
説
い
た
箇
所
に
、

　
　
い
つ
れ
も
付
立
相
調
、
正
伯
老
内
談
を
請
、
図
註
入
可
申
候
哉
否
之
段
申
来
候
上
、
清
書
相
調
申
御
沙
汰
二
御
座
候
。
（
1
X
二
七
四
P
）

と
記
す
所
か
ら
、
産
物
帳
を
い
っ
た
ん
編
集
し
て
正
伯
の
内
見
に
出
す
以
前
、
即
ち
元
文
元
年
一
一
月
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
表
記
の
整

定
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
完
成
問
近
の
秋
頃
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
覚
書
の
作
者
が
烏
田
智
庵
か
ど
う
か
は
確
証
が
な
い
、
　
『
大
和
本
草
』
『
和
漢
三
才
図
会
』
所
載
の
動
植
物
で
仮
名
表
記
か
漢
字
表
記
か

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

を
較
べ
た
の
が
三
七
〇
項
目
、
書
籍
に
典
拠
あ
る
表
記
か
通
用
表
記
か
を
尋
ね
た
の
が
一
〇
〇
項
目
、
他
書
と
の
分
類
の
相
違
に
関
す
る

質
問
が
一
八
六
項
目
と
い
う
内
容
を
通
覧
す
る
と
、
本
草
学
を
正
式
に
学
ん
だ
智
庵
の
経
歴
か
ら
見
て
や
や
水
準
が
低
い
よ
う
に
思
え

る
。
岩
国
の
報
告
書
に
存
す
る
「
草
花
譜
、
食
物
本
草
、
群
芳
譜
」
の
典
拠
注
記
に
つ
い
て
、
「
食
物
本
草
ノ
書
、
麦
元
二
無
御
座
候
間
、
委

細
被
印
下
候
」
と
教
え
を
乞
う
て
い
る
が
、
智
庵
の
学
識
が
そ
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
問
題
に
な
る
。
（
ち
な
み
に
、
こ
の
書
名
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

記
の
大
部
分
は
後
の
「
周
防
産
物
名
寄
」
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
）

支
藩
と
地
下
の
報
生
曇
提
出
　
同
じ
頃
に
徳
山
、
長
府
、
清
末
の
各
支
藩
も
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
3
）

　
　
周
防
国
都
濃
郡
徳
山
領
産
物
附
立
　
　
　
　
　
（
徳
山
藩
、
集
成
1
X
）

　
　
毛
利
岩
之
丞
領
分
長
門
国
之
内
豊
浦
郡
産
物
一
長
府
藩
、
集
成
X
）

　
　
長
門
国
之
内
毛
利
讃
岐
守
領
内
産
物
覚
　
　
　
（
清
末
藩
、
集
成
X
）

　
い
ず
れ
も
成
立
時
期
や
編
集
担
当
者
は
不
明
で
あ
る
。
総
じ
て
、
独
自
の
価
値
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
記
載
項
目
が
少
く
、
異
名
の

注
記
も
貧
弱
で
、
岩
国
と
較
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
支
藩
の
産
物
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
産
物
帳
に
採
用
す
る
方
針
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
地
域
的
な
広
が
り
を
知
る
た
め
に
は
有
効
な
資
料
と
な
る
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
本
藩
領
内
の
各
宰
判
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
、
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
は
一
部
も
残
っ
て
い
な
い
。
郡

名
や
宰
判
名
を
冠
し
た
現
存
の
産
物
名
寄
帳
は
、
す
べ
て
元
文
三
年
以
降
の
編
集
に
係
り
、
し
か
も
イ
ロ
ハ
順
配
列
と
い
う
特
異
な
内
容

の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　
具
体
的
な
作
業
経
過
が
不
明
な
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
支
藩
と
地
下
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
産
物
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
「
長
門
国
産
物
帳
」

「
周
防
国
産
物
帳
」
の
編
集
を
ひ
と
ま
ず
終
え
た
の
は
、
元
文
元
年
一
一
月
二
四
日
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

正
伯
の
内
見
と
絵
図
註
醤
作
成
の
事
前
折
衝
　
『
丹
羽
正
伯
老
え
産
物
之
儀
問
合
之
覚
』
（
集
成
㎜
）
と
題
さ
れ
た
萩
藩
の
江
戸
留
守
居
児

玉
市
之
助
の
覚
書
が
あ
る
。
「
公
儀
人
児
玉
市
之
助
が
産
物
付
出
帳
の
提
出
に
際
し
、
．
丹
羽
正
伯
へ
付
届
を
し
て
内
見
を
頼
ん
だ
こ
と
の
経



過
を
書
き
留
め
た
も
の
」
（
毛
利
家
文
庫
目
録
）
で
あ
る
。
末
尾
の
年
記
コ
一
月
十
日
」
を
目
録
は
コ
兀
文
三
カ
」
と
す
る
が
、
元
文
二
年

が
正
し
い
。
内
見
依
頼
の
経
過
報
告
か
ら
始
ま
る
の
は
事
実
と
し
て
も
、
主
た
る
内
容
は
内
見
以
後
に
正
伯
が
要
求
し
た
絵
図
註
書
作
成

に
関
す
る
折
衝
記
録
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
完
成
し
た
元
文
二
年
十
月
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
覚
書
は
具
体
的
で
重
要
な
内
容
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
、
冒
頭
に
「
御
両
国
産
物
之
式
冊
、
旧
冬
十
一
月
廿
四
日
請
取
之
」
と
あ
る

か
ら
、
萩
藩
の
産
物
帳
が
江
戸
に
届
い
た
の
は
元
文
元
年
二
月
二
四
日
と
判
明
し
、
国
元
で
は
そ
れ
以
前
に
完
了
し
て
い
た
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

る
。
届
い
た
産
物
帳
は
事
情
が
あ
っ
て
し
ば
ら
く
留
め
置
か
れ
、
二
一
月
八
日
に
井
上
因
磧
を
介
し
て
音
物
（
正
伯
へ
羽
二
重
、
正
伯
の

　
　
　
（
2
2
）

弟
正
因
と
弟
子
田
村
益
庵
へ
金
子
）
を
贈
っ
た
後
、
漸
く
一
〇
日
に
な
っ
て
児
玉
市
之
助
が
正
伯
の
許
へ
持
参
し
て
い
る
。
正
伯
へ
面
会

を
申
し
出
た
が
「
御
用
取
込
」
の
た
め
叶
わ
ず
、
正
因
に
挨
拶
を
済
ま
せ
た
。
そ
の
と
き
二
っ
の
指
示
を
受
け
て
い
る
。
一
っ
は
献
上
品
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

産
物
帳
末
尾
に
記
す
こ
と
で
あ
る
。
正
伯
の
書
式
に
あ
っ
た
「
別
段
二
相
記
」
を
、
国
元
で
は
別
紙
記
載
と
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い

ま
一
つ
は
絵
図
註
書
（
以
下
、
「
図
註
」
と
略
）
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
産
物
帳
（
以
下
、
絵
図
註
書
帳
に
対
し
て
「
本
帳
」
と
呼

ぶ
）
と
は
別
冊
に
し
て
、
片
面
ず
っ
に
絵
形
と
註
書
を
記
し
、
本
帳
に
そ
の
旨
肩
書
き
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
あ
り
あ
わ
せ
た
青
山

大
膳
亮
（
丹
後
国
宮
津
藩
）
領
内
絵
図
帳
を
参
考
と
し
て
見
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
数
日
後
、
○
や
△
の
印
が
書
き
込
ま
れ
た
本
帳
（
後
の
清
書
本
に
対
し
て
本
帳
「
下
書
き
」
と
呼
ぶ
）
を
受
け
取
る
際
に
、
再
び
次
の
指

示
が
与
え
ら
れ
た
。

　
一
　
付
紙
二
丸
点
山
形
之
験
、
委
曲
書
記
被
越
候
事
。

　
一
　
此
本
書
、
朱
丸
点
二
致
シ
来
候
は
、
絵
形
之
分
二
候
事
。

　
一
　
三
角
之
験
は
絵
形
二
不
及
、
註
書
計
ニ
テ
相
済
申
之
由
御
座
候
事
。

　
一
　
此
二
冊
之
上
紙
え
殿
様
御
名
留
守
居
、
肩
書
二
御
調
、
児
玉
市
之
助
と
書
付
、
差
出
戻
様
二
と
之
事
。
（
㎜
二
〇
二
P
）

　
同
年
十
九
日
、
暮
六
ツ
と
時
刻
を
指
定
し
て
正
伯
の
許
へ
招
か
れ
、
さ
ら
に
具
体
的
な
折
衝
が
行
わ
れ
た
。
前
置
き
に
、
本
帳
で
の
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
一

仮
名
使
用
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
。
他
藩
の
平
仮
名
を
用
い
た
も
の
は
、
片
仮
名
に
改
め
る
手
問
を
要
し
た
と
い
う
。
さ
て
、
正
伯
が
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
た
六
箇
条
の
う
ち
図
註
関
係
は
次
の
三
条
で
あ
る
。
要
点
を
摘
記
す
る
と
、

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
①
図
註
を
要
す
る
丸
点
の
産
物
で
あ
っ
て
も
、
江
戸
在
勤
の
家
来
衆
に
尋
ね
て
江
戸
の
名
称
が
判
明
し
た
分
は
、
そ
れ
を
書
き
留
め

　
　
た
帳
面
を
別
に
出
せ
ば
、
図
註
を
省
略
し
て
よ
い
。

　
②
註
書
は
別
冊
に
仕
立
て
る
必
要
は
な
く
、
二
冊
の
本
帳
へ
細
字
で
書
き
込
め
ば
よ
い
。
長
い
註
は
付
嚢
に
書
き
継
い
で
も
よ
い
。

　
③
当
秋
（
元
文
二
年
の
こ
と
）
に
入
用
で
あ
る
か
ら
、
草
木
や
魚
鳥
な
ど
実
物
の
写
生
に
時
間
を
要
す
る
場
合
は
、
草
木
類
は
住
人

　
　
の
説
明
で
描
き
、
動
物
類
も
同
様
に
し
て
よ
い
。
絵
図
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
註
書
だ
け
で
も
先
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
二
〇
四
∫
≡
○
P
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
②
の
書
式
は
前
の
正
因
の
指
示
と
食
い
違
っ
て
い
る
。
③
の
作
図
に
お
け
る
便
宜
策
の
提
案
は
、
安
易
に
実
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

れ
ば
図
註
の
意
義
を
失
わ
せ
か
ね
な
い
方
法
で
あ
る
が
、
滞
り
が
ち
な
諸
藩
の
進
捗
状
況
に
対
す
る
一
種
の
妥
協
で
あ
る
。
正
因
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

日
、
堀
部
因
察
な
る
者
を
介
し
て
絵
図
註
書
の
実
例
一
枚
を
市
之
助
へ
届
け
て
い
る
。

　
児
玉
市
之
助
は
早
速
宮
津
藩
へ
絵
図
帳
控
え
の
借
覧
を
請
う
た
が
、
手
許
に
な
い
と
断
ら
れ
て
い
る
。
松
平
兵
部
大
輔
一
越
前
国
福
井

　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

藩
）
の
邸
に
絵
図
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
留
守
居
坂
田
七
左
衛
門
へ
依
頼
し
た
所
、
折
り
よ
く
国
元
か
ら
届
い
て
い
た
一
冊
を
借
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
宮
津
藩
と
同
じ
よ
う
に
片
面
に
彩
色
絵
図
、
片
面
に
註
書
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
佐
和
随
友
に
模
写
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎝
）

　
こ
れ
と
並
ん
で
、
図
註
の
数
を
減
ら
す
努
力
が
払
わ
れ
た
。
指
示
の
①
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
江
戸
の
名
称
が
分
か
れ
ば
省
略
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
覚
書
は
そ
の
次
第
を

　
　
最
前
正
伯
老
被
申
候
丸
点
之
内
、
麦
元
ニ
テ
之
名
相
知
候
は
不
及
絵
図
と
之
儀
二
付
、
書
抜
戻
て
、
八
百
屋
万
屋
万
右
衛
門
、
肴
屋
河

　
　
内
屋
市
十
郎
、
右
両
人
数
年
御
出
入
仕
者
二
候
故
、
咄
伝
聞
伝
に
て
、
御
国
許
ニ
テ
は
何
と
申
、
江
戸
ニ
テ
は
何
と
申
と
之
分
り
、
少
々

　
　
答
問
候
二
付
、
私
小
〔
不
明
〕
呼
寄
書
抜
之
内
読
聞
せ
候
得
は
、
少
々
相
分
り
候
分
有
之
。
（
㎜
二
…
P
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
記
し
て
い
る
。
不
明
箇
所
が
あ
る
が
、
印
の
あ
る
産
物
の
「
書
抜
」
を
作
り
、
藩
邸
出
入
り
の
八
百
屋
と
魚
屋
に
「
咄
伝
聞
伝
」
で
国
元

の
産
物
を
説
明
し
て
該
当
す
る
江
戸
名
を
尋
ね
た
が
埼
が
あ
か
ず
、
児
玉
が
直
々
に
読
み
聞
か
せ
て
よ
う
や
く
少
々
得
る
所
が
あ
っ
た
と

い
う
。

判
明
し
た
江
戸
の
名
称
を
添
え
た
書
抜
き
二
冊
と
本
帳
下
書
き
を
携
え
て
、
元
文
二
年
正
月
二
九
日
に
再
び
正
伯
に
面
会
し
て
い
る
。



「
本
賓
又
消
点
御
懸
被
下
展
様
に
」
（
㎜
＝
呈
ハ
P
）
依
頼
す
る
た
め
で
あ
る
。
二
月
二
日
に
受
領
に
赴
く
と
、
江
戸
名
で
諒
解
さ
れ
た
産
物

は
本
帳
の
丸
点
に
墨
点
を
、
書
抜
き
に
は
朱
線
を
掛
け
て
消
さ
れ
、
代
り
に
本
帳
へ
そ
の
旨
（
江
戸
名
を
）
書
き
加
え
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

し
か
し
、
市
之
助
の
期
待
と
は
異
な
り
、
該
当
す
る
産
物
す
べ
て
が
免
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
別
の
日
に
は
、
長
門
と
周
防
に
重
な
る
産
物
は
一
方
の
絵
図
だ
け
で
よ
い
か
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

　
　
長
門
産
物
の
部
二
有
之
候
名
目
、
周
防
の
帳
二
も
有
之
候
。
是
者
一
方
計
の
絵
図
ニ
テ
可
相
澄
哉
の
段
、
付
紙
ニ
テ
問
合
候
処
、
朱
書
を

　
　
以
、
一
方
計
ニ
テ
相
澄
申
之
由
書
入
候
て
被
差
越
候
事
。
（
㎜
ニ
ニ
八
P
）

　
こ
の
「
付
紙
」
は
別
資
料
『
御
内
見
之
覚
』
（
後
述
）
の
中
に
『
チ
ナ
イ
ノ
は
ね
紙
写
』
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
　
長
門
之
部
二
も
有
之
候
。
別
木
ニ
テ
無
御
座
候
は
、
一
方
計
之
絵
図
ニ
テ
可
相
済
哉
。
此
外
右
二
准
シ
、
両
国
同
名
有
之
候
は
メ
別
種

　
　
ニ
テ
無
之
候
。
其
一
方
計
之
絵
図
ニ
テ
可
相
澄
と
存
候
。
一
方
ニ
テ
相
済
候
。
（
㎜
九
九
二
P
）

　
覚
書
は
江
戸
で
直
接
督
促
さ
れ
る
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
切
実
な
要
請
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　
絵
形
一
同
二
被
差
登
候
て
は
隙
取
申
事
二
候
。
絵
形
の
儀
ハ
追
々
出
来
次
第
、
二
冊
二
成
共
三
冊
二
成
共
御
調
被
仰
付
、
先
一
冊
つ
＞
な

　
　
り
と
も
被
為
差
登
候
事
。
（
㎜
：
一
＝
P
）

　
図
註
の
準
傭
折
衝
は
以
上
で
終
り
、
本
帳
下
書
き
と
書
抜
き
は
二
月
一
〇
日
も
し
く
は
一
一
日
に
萩
へ
送
ら
れ
た
。

　
な
お
、
産
物
帳
関
連
の
書
状
、
覚
書
類
を
集
め
た
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
（
集
成
㎜
）
所
収
M
8
書
状
（
二
月
一
〇
日
付
）
は
、
児
玉
が
萩

の
産
物
改
役
三
名
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
多
忙
な
正
伯
へ
の
面
会
が
難
し
い
こ
と
を
述
べ
た
条
に
、

　
　
正
伯
老
相
対
之
儀
も
、
御
用
取
込
、
殊
之
外
六
ケ
舗
御
坐
候
。
昼
之
内
ハ
、
弟
子
中
拾
人
計
も
相
集
り
、
産
物
御
用
取
込
故
、
漸
隙
を

　
　
乞
合
、
朝
之
内
、
夜
中
杯
、
致
相
対
事
二
て
、
別
而
こ
ま
り
入
申
候
。
（
㎜
＝
七
一
P
）

正
伯
が
一
〇
人
ほ
ど
の
弟
子
を
使
っ
て
、
各
藩
か
ら
届
い
た
産
物
帳
を
処
理
し
て
い
た
模
様
を
書
き
留
め
て
い
る
。
下
書
き
を
数
日
点
検

し
た
だ
け
で
図
註
を
要
す
る
産
物
が
指
定
で
き
た
の
も
、
彼
ら
の
働
き
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

右
に
『
御
内
見
之
覚
』
と
し
て
引
い
た
資
料
は
、
正
し
く
は
『
周
防
長
門
産
物
丹
羽
正
伯
老
へ
不
被
差
出
御
内
見
之
覚
』
（
集
成
㎜
）
で
あ

り
、
「
正
伯
が
内
見
し
た
時
入
れ
た
○
△
印
の
ケ
所
を
補
正
し
た
部
分
の
控
。
た
だ
し
、
絵
図
は
省
略
さ
れ
て
い
る
」
（
毛
利
家
文
庫
目
録
）

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

と
い
う
覚
書
で
あ
る
。
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
書
抜
き
を
写
し
、
消
点
の
有
無
と
萩
に
お
け
る
処
置
結
果
を
記
録
し
た
も
の
で
、
長
門

と
周
防
の
二
分
冊
を
合
冊
し
て
あ
る
。
絵
図
は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
。
記
載
さ
れ
た
産
物
は
周
防
分
一
〇
〇
種
と
長
門
分
一
四
一
種
で
計

　
　
　
　
　
　
へ
3
5
）

二
四
一
種
で
あ
る
。
江
戸
の
名
称
注
記
が
あ
る
の
は
四
〇
種
、
そ
の
う
ち
の
二
八
種
に
抹
消
線
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
両
国
で
重
複
す
る

た
め
に
一
方
の
図
註
が
省
略
で
き
る
「
チ
ナ
イ
」
な
ど
二
二
種
を
加
え
た
計
四
一
種
が
除
外
さ
れ
、
結
局
二
〇
〇
種
の
産
物
が
図
註
の
作

成
対
象
と
な
る
。

萩
に
お
け
る
絵
図
註
書
作
成
前
年
の
本
帳
の
場
合
と
同
様
、
図
註
作
成
の
具
体
的
経
過
が
不
明
な
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
た
だ
、
残
さ
れ

た
資
料
か
ら
多
少
は
推
察
が
可
能
で
あ
る
。

　
周
防
で
は
例
に
よ
っ
て
岩
国
藩
の
存
在
が
問
題
に
な
る
。
岩
国
関
係
の
資
料
に
成
立
年
不
明
の
『
吉
川
左
京
領
内
産
物
附
出
之
内
図
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

可
入
否
之
品
覚
』
（
毛
利
家
文
庫
、
産
業
2
5
）
が
あ
る
。
菜
類
以
下
各
類
の
産
物
一
七
五
種
を
記
し
た
も
の
で
、
最
後
に
「
右
之
内
、
図
註

入
候
品
御
座
候
ハ
・
追
而
被
仰
聞
次
第
相
調
差
出
可
申
候
」
と
あ
る
。
こ
の
文
面
で
は
岩
国
藩
が
自
発
的
に
図
註
の
戻
補
産
物
を
示
し
た

よ
う
に
解
さ
れ
、
し
か
も
正
伯
が
周
防
に
つ
い
て
要
求
し
た
数
よ
り
遥
か
に
多
い
所
か
ら
す
る
と
、
前
年
の
周
防
国
産
物
帳
下
書
き
の
編

集
段
階
で
、
実
物
を
提
出
す
る
代
わ
り
に
、
鑑
定
の
参
考
と
す
る
図
註
の
作
成
を
申
し
出
た
と
き
の
控
え
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
徳
山
藩
に
お
け
る
『
徳
山
図
註
物
』
（
集
成
1
X
）
も
同
様
の
資
料
で
あ
る
。
二
四
種
が
載
っ
て
い
る
が
、
『
集
成
』
解
説
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
は
正
伯
が
求
め
た
図
註
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
や
は
り
前
年
に
萩
へ
出
し
た
図
註
の
目
録
と
思
わ
れ
る
。

　
一
『
御
内
見
之
覚
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
岩
国
藩
は
必
ず
し
も
萩
藩
を
通
じ
て
の
正
伯
の
要
求
通
り
に
は
図
註
を
作
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
　
但
図
註
好
来
得
共
、
註
書
計
岩
国
5
出
候
故
、
註
書
差
登
候
。
（
W
一
〇
〇
三
P
）

　
　
但
図
註
好
二
付
、
図
註
之
儀
岩
国
申
達
得
共
、
註
書
計
出
ル
ニ
付
、
註
書
差
登
候
事
。
．
（
型
〇
五
〇
P
）

　
一
一
種
は
図
註
の
要
求
に
対
し
て
註
書
し
か
提
出
し
て
い
な
い
。
蛇
類
「
山
シ
ブ
」
は
江
戸
名
「
山
カ
＞
シ
」
を
添
え
な
が
ら
、
な
お
絵

図
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、



　
　
但
、
右
之
通
江
戸
方
言
付
キ
候
て
も
図
註
好
二
付
。
一
中
略
）
尤
、
図
註
好
二
付
、
岩
国
申
達
候
得
共
、
絵
形
不
出
、
註
書
計
出
候
二
付
、

　
　
註
書
差
登
候
事
。
（
㎜
一
〇
四
三
P
）

と
理
由
も
な
く
註
書
で
代
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
蛇
類
の
「
ケ
タ
モ
チ
」
の
よ
う
に
、

　
　
但
、
右
ケ
タ
モ
チ
え
図
註
好
二
付
、
図
註
之
儀
岩
国
え
申
達
候
得
ば
、
ケ
タ
モ
チ
は
鼠
ト
リ
之
方
言
二
付
キ
申
之
由
ニ
テ
、
鼠
ト
リ
之
註

　
　
書
計
出
候
。
（
W
一
〇
爵
P
）

と
理
由
を
付
レ
た
例
も
な
い
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
岩
国
藩
の
独
断
に
よ
る
対
応
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
産
物
改
役
と
し
て
は
「
丸

点
ニ
テ
図
註
好
来
候
、
註
計
」
と
不
本
意
な
結
果
に
な
っ
た
。

　
所
が
、
い
っ
た
ん
作
ら
れ
た
岩
国
藩
の
図
註
は
、
萩
藩
を
も
差
し
置
い
て
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
但
長
門
周
防
え
図
註
好
ニ
テ
候
得
共
、
防
長
共
二
同
物
二
付
、
岩
国
之
チ
ナ
イ
図
註
差
登
候
事
。
（
W
一
〇
五
八
P
）

　
　
但
周
防
分
之
平
草
ト
同
物
二
付
、
周
防
分
之
岩
国
平
草
之
図
註
差
登
候
事
。
（
W
一
〇
六
六
P
）

　
一
般
に
、
長
門
と
周
防
が
同
物
の
場
合
、
同
名
同
物
で
あ
れ
ば
周
防
の
図
註
が
長
門
へ
綴
じ
移
さ
れ
、
異
名
同
物
の
時
は
長
門
の
図
註

で
代
表
さ
せ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
例
え
ば
、
周
防
の
「
チ
ナ
イ
」
．
に
は
「
絵
形
長
門
分
二
と
ぢ
添
有
之
」
（
㎜
九
九
五
P
）
と
記
さ
れ
、
同
じ

く
「
コ
マ
シ
デ
」
に
は

　
　
但
、
長
門
ノ
シ
デ
ト
同
物
二
付
、
此
コ
マ
シ
デ
図
註
不
差
登
、
長
門
ノ
シ
デ
之
図
註
差
登
候
事
。
（
㎜
㎜
九
九
六
P
）

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
な
る
相
手
が
岩
国
の
場
合
だ
け
は
、
例
外
的
に
岩
国
藩
の
絵
図
が
代
表
の
座
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　
元
文
二
年
一
〇
月
二
八
日
付
の
『
周
防
長
門
産
物
江
戸
被
差
登
候
註
書
把
』
（
集
成
㎜
）
は
、
こ
の
日
江
戸
へ
送
っ
た
周
防
と
長
門
の
絵

図
註
書
帳
の
註
書
控
え
で
あ
る
が
、
周
防
分
九
四
種
の
内
「
岩
国
図
（
註
）
」
を
採
っ
た
も
の
が
三
四
、
「
岩
国
註
（
書
）
」
が
二
二
で
計
五

六
種
と
記
し
て
い
る
。
一
そ
れ
に
長
門
分
と
重
な
る
「
岩
国
図
註
」
が
六
種
あ
る
。
）
周
防
国
の
産
物
の
約
七
割
が
岩
国
藩
の
報
告
に
基
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

く
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
比
率
が
高
い
の
は
当
然
と
い
え
る
が
、
図
註
の
作
成
は
本
来
萩
藩
が
遂
行
す
べ
き
事
業
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
し

て
、
長
門
国
分
ま
で
支
藩
の
岩
国
の
も
の
で
代
表
さ
せ
る
と
は
、
奇
妙
な
方
針
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
や
や
詳
し
く
分
か
る
長
門
国
内
の
事
情
を
見
て
み
た
い
。
『
長
門
産
物
之
内
江
戸
被
差
登
候
地
下
図
　
正
把
全
』
一
集
成
X
）

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

と
い
う
絵
図
資
料
カ
残
っ
て
い
る
。
成
立
は
元
文
三
年
五
月
以
降
で
あ
る
が
、
収
め
る
絵
図
は
前
年
中
の
絵
図
帳
の
元
に
な
っ
た
原
図
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
長
門
の
絵
図
作
成
は
あ
く
ま
で
も
藩
の
責
任
で
産
物
改
役
中
心
に
行
わ
れ
、
宰
判
ご
と
の
ま
と
ま
っ
た
絵
図
帳
は
存

在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
題
に
相
当
す
る
所
に

　
　
長
門
産
物
之
内
、
絵
形
江
戸
被
差
登
候
品
々
、
地
下
5
現
物
差
出
、
或
地
下
図
井
地
下
人
演
況
等
を
以
、
絵
形
書
留
置
戻
把
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
X
杢
ハ
ニ
P
）

と
あ
り
、
前
書
き
に
も

　
　
此
拍
図
、
諸
郡
5
現
物
差
出
其
生
写
、
或
現
物
有
之
時
節
ニ
テ
無
之
品
は
絵
形
を
以
差
出
写
も
有
之
、
又
ハ
地
下
人
演
況
を
以
此
把
図

　
　
相
整
候
。
（
X
六
套
P
）

と
、
『
長
防
産
物
名
寄
』
の
烏
田
智
庵
自
序
に
類
似
し
た
内
容
を
記
し
て
い
る
。
産
物
改
役
の
許
に
集
め
た
実
物
（
現
物
一
を
写
生
（
生

写
）
す
る
の
が
原
則
で
、
宰
判
か
ら
出
さ
せ
た
絵
図
（
地
下
図
）
を
写
し
た
り
、
口
頭
説
明
一
演
況
）
で
描
く
の
は
補
助
手
段
で
あ
る
。
指

摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
防
長
同
物
の
絵
図
説
明
に
山
口
、
小
郡
と
い
っ
た
周
防
所
属
の
宰
判
名
も
見
え
る
か
ら
、
実
は
、
長
門
に
限
ら

ず
本
藩
領
内
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
図
註
作
成
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
藩
直
轄
領
と
岩
国
藩
が
並
行
す
る

形
で
作
業
が
進
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
長
府
藩
と
清
末
藩
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
）

　
前
書
き
は
図
註
帳
の
成
立
段
階
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
此
図
を
以
、
中
把
之
絵
図
相
整
、
註
書
を
も
書
添
相
成
分
、
別
紙
一
冊
有
之
候
。
江
戸
被
差
登
候
絵
形
ハ
、
中
拍
之
図
を
以
相
調
、
被

　
　
差
登
候
事
。
（
X
杢
一
二
P
）

　
原
図
に
註
書
を
加
え
て
「
中
把
」
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
元
文
二
年
一
〇
月
に
江
戸
へ
送
っ
た
長
門
国
絵
図
註
書
帳
を
調
整
し
た
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
の
控
え
の
形
状
や
彩
色
は
完
全
で
は
な
く
、
正
確
に
は
「
江
戸
被
差
登
候
清
書
把
」
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
と
断
っ
て

い
る
。
ど
こ
ま
で
も
「
後
年
之
護
拠
把
二
相
成
候
事
」
一
X
六
六
三
P
）
が
目
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
所
載
の
各
図
に
は
必
ず
「
右
当
嶋
生
写
」
「
右
大
津
郡
生
写
」
「
右
奥
阿
武
郡
生
写
」
と
出
所
注
記
が
あ
る
。
実
物
の
写
生
が
大
半
で
あ
る



が
、
「
右
先
大
津
地
下
図
を
以
調
之
」
「
右
吉
田
地
下
図
を
以
調
之
」
の
よ
う
に
地
下
図
を
転
用
し
た
り
、
「
右
実
葉
生
写
、
花
地
下
図
を
以

調
之
」
「
右
当
嶋
実
葉
生
写
、
花
は
美
祢
郡
地
下
図
を
以
調
之
」
と
写
生
と
地
下
図
を
併
用
す
る
な
ど
、
前
書
き
に
い
う
通
り
で
あ
る
。
口

頭
説
明
に
よ
る
と
記
す
の
は
、
写
生
と
併
用
の
形
で
一
例
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
便
宜
策
は
採
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
花
の
実
物

が
得
ら
れ
ず
に
「
造
花
」
を
用
い
て
清
書
し
た
例
も
一
つ
あ
る
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
先
の
岩
国
藩
を
別
格
に
扱
う
方
針
へ
の
言
及
が
「
チ
ナ
イ
」
の
条
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
然
は
防
長
同
物
之
品
、
長
門
分
差
登
候
歎
、
又
は
防
長
之
内
ニ
テ
い
つ
れ
そ
御
本
手
領
之
分
を
諸
国
註
二
及
、
可
差
登
処
二
、
其
段
ハ
差

　
　
除
キ
、
岩
国
分
差
登
候
儀
、
此
已
後
御
不
審
之
儀
も
可
有
之
御
座
候
へ
共
、
ケ
様
之
儀
ノ
、
都
て
図
註
仕
立
之
時
分
、
御
当
職
所
．
，
申

　
　
請
之
上
、
防
長
同
物
之
内
岩
国
分
と
同
種
之
類
ノ
、
岩
国
分
差
登
可
然
と
の
御
事
．
付
、
壱
筆
之
類
ハ
其
通
被
仰
付
候
。
尤
周
防
之
内

　
　
ニ
テ
外
之
郡
々
と
長
門
同
物
之
種
ハ
、
不
残
長
門
分
被
差
登
候
事
。
（
X
六
八
八
P
）

　
傍
線
部
が
問
題
の
箇
所
で
あ
る
。
「
御
当
職
所
」
が
何
を
指
す
の
か
暖
昧
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
実
務
担
当
者
の
意
向
と
は
無
関
係
に

定
め
ら
れ
た
方
針
で
あ
っ
た
。
「
図
註
仕
立
之
時
分
」
に
「
申
請
」
け
た
と
あ
る
か
ら
、
江
戸
の
事
前
折
衝
で
丹
羽
正
伯
か
ら
示
唆
を
受
け

て
決
定
さ
れ
た
方
針
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
飯
田
道
調
の
能
力
を
知
悉
し
て
い
た
正
伯
が
、
岩
国
藩
の
報
告
を
重
ん
じ
る
よ
う
忠
告
し
た

と
推
測
し
て
も
、
あ
な
が
ち
乱
暴
な
話
で
は
な
い
と
思
う
。
「
此
已
後
御
不
審
之
儀
」
云
々
に
は
、
産
物
改
役
の
不
本
意
な
思
い
が
垣
間
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

え
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

『
長
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
　
図
註
の
作
成
が
進
行
し
て
い
る
頃
、
産
物
改
役
の
一
人
烏
田
智
庵
の
元
文
二
年
六
月
一
五
日
付
自
序
を
備

え
た
『
長
防
産
物
名
寄
』
（
『
両
国
本
草
』
）
が
成
立
し
た
。
「
長
門
産
物
名
寄
」
と
「
周
防
産
物
名
寄
」
か
ら
成
る
本
書
を
智
庵
の
著
作
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

る
の
は
当
た
ら
ず
、
日
野
巌
氏
が
「
編
述
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
産
物
報
告
の
集
大
成
で
あ
り
、
産
物
帳
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

過
程
に
お
け
る
副
産
物
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
両
者
の
具
体
的
な
比
較
を
通
し
て
、
筆
者
も
こ
れ
を
確
認
し
た
。
実
は
、
智
庵
白

身
が
自
序
を
コ
目
子
保
乙
卯
夏
、
相
府
教
官
医
正
伯
、
撰
本
邦
物
産
」
と
書
き
出
し
て
、
正
伯
の
諸
国
産
物
調
査
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
「
両
国
本
書
序
一
と
い
い
、
「
予
名
之
謂
両
国
本
草
一
と
あ
る
た
め
に
智
庵
著
作
と
の
藤
を
生
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
序

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

文
の
終
り
に
「
謂
名
物
、
不
謂
性
味
其
。
概
比
大
和
本
草
」
と
い
う
よ
う
に
、
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
に
傲
っ
て
動
植
物
名
を
列
記
し

た
産
物
帳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
2
〕

　
鳥
田
智
庵
（
貫
通
、
＝
一
八
九
∫
蔓
一
八
）
の
伝
記
は
田
中
助
一
氏
に
調
査
が
あ
る
。
藩
医
智
庵
正
通
の
第
四
子
と
し
て
元
禄
二
年
一
二
月
に

生
ま
れ
、
正
徳
六
年
（
一
七
：
一
）
二
八
歳
で
京
都
に
上
っ
て
外
科
の
浅
井
周
殖
門
に
入
り
、
傍
ら
本
草
学
を
稲
生
若
水
門
下
の
松
岡
玄
達
（
恕

庵
）
に
約
一
年
間
学
ん
で
い
る
。
そ
の
後
長
崎
を
訪
れ
た
り
、
江
戸
に
約
三
年
問
（
二
度
）
在
勤
し
て
い
る
。
「
長
門
産
物
名
寄
」
に
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
一

考
証
的
注
記
に
「
須
知
」
と
し
て
引
か
れ
た
書
が
、
島
田
勇
雄
氏
の
推
定
通
り
松
岡
玄
達
の
『
用
薬
須
知
』
を
指
し
、
同
じ
く
「
師
家
覚

書
」
「
先
生
家
覚
書
」
も
玄
達
門
で
の
修
学
の
成
果
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
に
智
庵
の
個
人
的
関
与
の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
仁
保

玄
珠
（
＝
一
九
旨
丁
一
七
四
八
）
も
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
医
学
と
儒
学
を
学
ん
で
い
る
が
、
本
草
学
を
ど
こ
で
学
ん
だ
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
一
要
す
る
に
、
本
書
は
産
物
帳
と
し
て
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
、
智
庵
の
考
証
を
含
む
『
両
国
本
草
』
と
し
て
の
検
討
は
そ
の
後
に
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
似
）

す
る
。
江
戸
か
ら
返
さ
れ
た
本
帳
下
書
き
を
傭
忘
の
た
め
に
写
し
、
長
門
分
を
中
心
に
若
干
の
注
記
を
加
え
た
私
的
な
編
著
と
見
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
妬
）

る
。
筆
者
が
従
来
か
ら
『
長
防
産
物
名
寄
』
と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
「
周
防
産
物
名
寄
」
の
成
立
は
既
に
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
言
及
し
な
か
っ
た
関
違
資
料
に
、
玖
珂
熊
毛
郡
お
よ
び
三
田
尻
、
小
郡
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

代
、
山
口
各
宰
判
の
「
産
物
名
寄
之
内
余
り
物
帳
」
（
集
成
X
、
山
口
は
未
収
）
が
あ
る
こ
と
を
補
っ
て
お
く
。
い
ず
れ
も
元
文
三
、
四
年

の
成
立
で
、
玖
珂
熊
毛
郡
に
は
「
産
物
名
寄
帳
」
が
残
る
か
ら
別
と
し
て
、
他
は
こ
の
「
余
り
物
帳
」
が
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ

る
。
ま
た
、
岩
国
藩
と
同
様
に
、
徳
山
藩
の
報
告
が
周
防
国
産
物
帳
で
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
記
し
た
『
周
防
国
徳
山
御
領
産
物
付
立

字
違
類
違
之
分
』
（
毛
利
家
文
庫
、
産
業
2
3
）
も
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
周
防
の
産
物
に
長
門
方
言
が
注
記
さ
れ
た
例
に
つ
い
て
、
前
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
一

図
註
の
見
出
し
を
転
記
し
た
と
述
べ
た
が
、
準
備
段
階
か
ら
両
国
問
で
異
名
同
物
の
照
合
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
う

考
え
る
必
要
は
な
く
、
本
書
と
絵
図
註
書
帳
の
先
後
関
係
の
問
題
も
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
「
長
門
産
物
名
寄
」
の
成
立
も
別
稿
に
譲
る
。
岩
国
藩
の
影
響
が
著
し
い
周
防
と
異
な
り
、
見
本
『
長
門
国
産
物
』
の
存
在
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
長
門
で
は
産
物
改
役
の
主
導
に
よ
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
府
藩
と
清
末
藩
の
「
産
物
覚
」
、
浜
崎
、
舟
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
〕

宰
判
と
前
大
津
郡
、
先
大
津
郡
の
「
産
物
名
寄
帳
」
が
現
存
し
（
集
成
1
X
、
前
大
津
郡
は
未
収
）
、
浜
崎
、
舟
木
、
前
大
津
、
先
大
津
の



「
余
り
物
帳
」
（
集
成
X
）
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
周
防
よ
り
も
地
域
的
な
広
が
り
が
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
周
防
と
同
じ
く
元
文
元
年

の
本
帳
下
書
き
に
基
く
こ
と
を
確
認
し
、
併
せ
て
、
現
存
す
る
各
宰
判
の
産
物
名
寄
帳
が
元
年
の
産
物
報
告
の
ま
ま
で
は
な
く
、
清
書
本

産
物
帳
に
記
載
さ
れ
た
産
物
を
イ
ロ
ハ
順
配
列
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
従
っ
て
、
長
門
産
物
名
寄
と
較
べ
た

場
合
、
各
産
物
名
寄
帳
が
そ
れ
に
載
っ
て
い
な
い
産
物
を
含
ん
で
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
。

　
本
書
全
体
の
構
成
上
の
問
題
と
し
て
は
、
両
国
の
間
で
分
類
が
食
い
違
う
こ
と
と
、
そ
の
配
列
が
産
物
帳
の
書
式
か
ら
外
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
（
両
国
と
も
冒
頭
目
録
と
本
文
と
で
は
相
違
す
る
か
ら
、
本
文
に
従
っ
て
述
べ
る
。
）
分
類
の
違
い
と
は
、
長
門
が

貝
類
と
甲
類
を
分
け
る
の
に
対
し
て
、
周
防
は
介
類
だ
け
で
甲
類
が
な
く
、
逆
に
、
周
防
が
竹
類
に
「
附
笹
類
」
を
設
け
る
の
に
対
し
て
、

長
門
は
そ
う
し
て
い
な
い
。
些
細
な
よ
う
だ
が
、
基
本
的
な
分
類
法
で
さ
え
両
国
が
一
致
し
な
い
の
は
、
元
来
別
個
に
編
集
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
工
）

を
何
よ
り
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
伯
が
示
し
た
産
物
帳
の
書
式
で
は
、

　
　
穀
類
菜
類
菌
類
瓜
類
菓
類
木
類
草
類
竹
類
魚
類
貝
類
鳥
類
獣
類
虫
類
蛇
類
辺
土
之
百
姓
給
候
物

　
　
金
土
石
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

と
い
う
配
列
で
あ
っ
た
が
、
長
門
を
例
に
と
る
と
、

　
　
魚
類
　
貝
類
　
甲
類
　
鳥
類
　
獣
類
　
虫
類
　
蛇
類
　
菜
類
　
菌
類
　
瓜
類
　
果
類
　
木
類
　
草
類
　
竹
類
　
穀
類
　
土
石
類

　
　
平
年
荒
年
土
民
食
用
類

と
な
っ
て
い
る
。
穀
類
を
主
要
記
事
の
最
後
に
置
き
、
菜
類
か
ら
竹
類
ま
で
を
蛇
類
の
後
に
し
た
結
果
、
前
半
が
動
物
類
、
後
半
が
植
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

類
と
二
分
さ
れ
た
恰
好
で
あ
る
。
こ
の
配
列
が
烏
田
智
庵
の
創
案
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
さ
り
と
て
産
物
帳
の
書
式
と
全
然
無
関
係
で

な
い
こ
と
は
見
る
通
り
で
あ
る
。

　
本
書
に
記
載
さ
れ
た
産
物
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
見
出
し
の
立
て
方
や
細
分
類
に
疑
問
が

あ
っ
た
り
、
同
名
異
種
や
異
名
同
種
の
整
理
に
徹
底
さ
が
欠
け
る
な
ど
、
編
集
上
の
問
題
も
多
い
。
と
は
い
え
、
「
長
門
国
産
物
帳
」
「
周
防

国
産
物
帳
」
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
本
書
を
萩
藩
の
産
物
帳
に
準
じ
て
扱
う
外
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
こ
れ
ま
で
引
用
し
た
『
長
防
産
物
名
寄
』
を
所
蔵
す
る
国
会
図
書
館
に
は
、
『
両
国
本
草
』
と
し
て
登
録
さ
れ
た
別
本
が
存
在
す
る
。
日

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

野
巌
氏
が
「
丁
数
が
少
な
く
、
内
容
的
に
も
異
同
が
あ
る
か
ら
、
或
い
は
智
庵
の
初
稿
本
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
名
が
「
両
国
本
草
名
寄
」
（
凡
例
）
「
両
国
本
草
」
（
自
序
一
「
両
国
産
物
名
寄
」
（
本
文
内
題
一
と
一
定
せ
ず
、

書
写
年
も
明
ら
か
で
な
い
な
ど
、
智
庵
の
初
稿
本
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
『
長
防
産
物
名
寄
』
と
内
容
が
異
な
る
の
は
、
同
書
の
凡
例

に
、　

　
一
　
本
書
、
長
門
産
物
、
周
防
産
物
、
名
寄
両
編
ア
リ
。
今
両
国
産
物
同
物
多
シ
。
故
二
一
同
二
記
之
。
然
忙
不
同
、
或
ハ
一
邦
二

　
　
　
　
有
、
一
邦
二
無
キ
類
ハ
、
長
或
ハ
防
ノ
有
物
二
、
其
印
ヲ
書
ス
。

　
　
　
　
　
　
○
長
州
印
　
　
　
□
防
州
印

　
　
一
　
此
書
、
専
両
国
産
物
ノ
名
寄
ヲ
本
ト
ス
。
故
漢
字
ハ
必
正
字
本
名
ヲ
改
正
シ
テ
記
ス
ル
ト
見
エ
ズ
。
タ
ト
ヘ
バ
海
謄
ヲ
雲
丹
ト

　
　
　
　
記
セ
ル
類
、
用
来
レ
ル
字
ナ
レ
バ
ナ
リ
。
（
割
注
略
）
和
名
俗
名
方
言
ヲ
本
ト
ス
。

と
あ
る
通
り
、
「
長
門
産
物
、
周
防
産
物
、
名
寄
両
編
」
に
分
載
さ
れ
て
い
る
産
物
を
一
覧
す
る
た
め
に
、
長
門
の
記
事
を
中
心
に
総
合
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

編
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。
「
正
字
本
名
ヲ
改
正
シ
テ
記
ス
ル
ト
見
エ
ズ
」
と
当
事
者
の
智
庵
が
書
く
で
あ
ろ
う
か
。
『
長
防

産
物
名
寄
』
に
は
見
ら
れ
る
序
文
中
の
「
君
命
」
の
平
出
が
な
い
、
誤
写
、
誤
記
が
目
立
つ
、
地
名
「
大
坂
」
「
大
阪
」
が
混
用
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
少
な
く
と
も
現
在
の
写
本
は
後
年
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
。

産
物
帳
清
書
本
の
送
出
　
正
伯
か
ら
求
め
ら
れ
た
絵
図
註
書
帳
と
本
帳
清
書
本
が
完
成
し
、
関
係
資
料
を
添
え
て
江
戸
へ
送
り
出
さ
れ
た

の
は
元
文
二
年
一
〇
月
二
八
日
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
が
『
産
物
帳
面
並
図
註
江
戸
被
差
登
候
節
目
録
』
（
集
成
㎜
）
に
載
っ
て
い
る
。
原
表

紙
に
］
兀
文
式
已
十
月
廿
八
日
帳
面
井
図
註
え
相
添
候
目
録
把
」
と
記
さ
れ
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
番
号
は
私
に
付
し
た
。
）

①

産
物
帳
面
井
図
註
江
戸
被
差
登
候
節
目
録

　
　
目
録

長
門
国
清
書
　
二
冊

⑪⑨

図
註
四
枚
壱
冊
ニ
メ

岩
国
図
註
写
壱
冊



②
同
図
註
壱
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
岩
国
産
物
砥
石
覚
書
壱
冊

　
　
　
外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
御
用
所
5
一
同
二
差
登
候
事

　
　
　
　
内
見
物
　
　
　
　
⑫
正
伯
老
え
御
問
合
之
覚
書
刎
紙

③
朱
丸
点
写
壱
冊
　
　
　
　
相
成
分
壱
冊

④
同
本
書
壱
冊
　
　
　
⑲
御
当
職
5
主
殿
え
之
御
添
状
壱
通

⑤
周
防
国
清
書
二
冊

⑥
同
図
註
壱
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
マ
マ
〉

　
　
　
　
内
見
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
目
録
辻

⑦
朱
丸
点
写
壱
冊
　
　
　
⑭
外
二
児
玉
市
之
助
方
え
岡
部

⑧
同
本
書
壱
冊
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門
6
之
添
状
一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
之
通
目
録
相
添
差
登
候
事

　
右
の
う
ち
今
日
ま
で
残
る
の
は
②
③
⑥
⑦
⑫
⑬
で
あ
る
。
⑫
は
現
物
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
は
す
べ
て
国
元
に
残
す
た
め
の
控
え
で
あ

る
。
現
存
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
④
⑧
⑨
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
所
が
あ
る
。
⑩
岩
国
の
図
註
写
が
載
っ
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。

　
絵
図
註
書
帳
の
②
⑥
は
『
長
門
国
産
物
之
内
絵
形
』
『
周
防
国
産
物
内
之
絵
形
』
（
集
成
㎜
）
と
し
て
現
在
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書

屋
と
萩
市
立
図
書
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
に
引
い
た
『
地
下
図
把
』
に
「
江
戸
被
差
登
候
清
書
把
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彩
色
さ

れ
た
見
事
な
絵
図
で
、
木
類
で
は
葉
の
原
寸
近
い
参
考
図
を
添
え
て
い
る
。
正
伯
の
意
図
し
た
通
り
、
今
日
に
あ
っ
て
も
厳
密
な
種
類
の

判
定
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
周
防
分
に
絵
図
な
し
の
註
書
が
多
い
が
、
既
述
の
よ
う
に
岩
国
か
ら
絵
図
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
で
、
そ
の
旨
の
断
り
書
き
が
あ
る
。
た
だ
、
註
書
が
『
註
書
把
』
と
一
致
し
な
い
例
も
見
出
さ
れ
、
問
題
が
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

③
⑦
は
児
玉
市
之
助
が
作
っ
た
抜
書
き
と
し
て
前
に
紹
介
し
た
。
⑫
も
『
問
合
之
覚
』
と
し
て
詳
し
く
言
及
し
た
が
、
そ
れ
は
児
玉
市

之
助
の
覚
書
の
部
分
で
あ
る
。
指
示
を
含
む
条
に
は
萩
で
の
措
置
を
記
し
た
付
簑
が
あ
り
、
「
刎
紙
」
は
そ
れ
を
指
し
て
い
る
。
⑮
は
『
元

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
研
）

文
二
年
産
物
図
註
就
被
差
登
御
状
写
』
（
集
成
㎜
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
引
く
一
〇
月
二
二
日
萩
到
着
の
児
玉
の
書
状
に
は
、

　
　
此
節
御
用
二
御
座
候
処
未
不
差
出
候
、
早
々
可
差
出
申
頻
二
催
足
御
座
戻
間
、
何
と
そ
当
月
中
、
不
残
其
許
差
越
戻
様
可
致
沙
汰
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
一
空
七
P
）

と
、
将
軍
の
「
御
用
」
を
ち
ら
つ
か
せ
た
頻
り
の
催
促
に
困
惑
す
る
児
玉
の
切
迫
し
た
要
請
が
書
か
れ
て
い
る
。
正
伯
は
七
月
頃
か
ら
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

藩
へ
も
威
圧
的
な
催
促
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、
完
成
を
急
ぐ
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
状
を
受
け
取
っ
て
六
日
後
に
、
慌
て

て
送
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
目
録
に
見
え
な
い
も
の
に
、
前
に
紹
介
し
た
『
周
防
長
門
産
物
江
戸
被
差
登
候
註
書
拍
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
周
防
分
」
と
「
長
門

分
」
の
「
産
物
江
戸
被
差
登
候
註
書
拍
」
か
ら
成
り
、
各
々
の
冒
頭
に
「
元
文
二
巳
十
月
廿
八
日
」
と
あ
る
か
ら
、
元
来
は
こ
の
時
の
図
註

控
え
の
は
ず
で
あ
る
。
所
が
、
現
存
本
は
少
な
く
と
も
翌
三
年
五
月
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、
内
容
的
に
も
色
々
と
問
題
が
あ
る
。
時

期
が
前
後
す
る
が
、
こ
こ
で
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
こ
の
控
え
に
は
註
書
の
写
し
だ
け
で
な
く
、
絵
図
の
選
択
や
註
書
を
調
え
た
経
過
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
内
幕
の
事
情
を

伝
え
る
経
過
記
録
の
中
に
は
、
絵
図
註
書
帳
の
資
料
的
信
頼
性
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
ヲ
ニ
ト
キ
　
　
　
　
　
　
ス
・
モ
ク
サ
忙

　
　
　
　
畠
二
四
月
比
生
シ
、
夏
草
也
。
高
サ
六
七
寸
位
、
秋
花
実
ヲ
生
シ
、
ソ
ハ
ノ
如
ク
、
惣
而
如
図
。

　
　
　
　
　
　
但
、
ヲ
ニ
ト
キ
ハ
ツ
ル
ボ
ニ
重
り
の
様
二
相
見
候
二
付
、
三
田
尻
右
差
出
候
ス
・
モ
草
ヲ
懸
替
ニ
メ
、
ヲ
ニ
ト
キ
ニ
相
備
候
、
夫

　
　
　
　
　
　
故
ス
・
モ
草
ハ
方
言
二
付
ヶ
候
。
向
後
、
ヲ
ニ
ト
キ
御
用
之
節
ハ
、
三
田
尻
ス
・
モ
ク
サ
を
出
さ
せ
、
ヲ
ニ
ト
キ
と
相
昌
へ
候

　
　
　
　
　
　
事
。
（
㎜
八
四
七
P
）

　
右
の
三
行
目
か
ら
が
経
過
記
録
で
あ
る
。
周
防
の
草
類
「
ヲ
ニ
ト
キ
」
の
図
註
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
ツ
ル
ボ
（
モ
メ
ラ
の
異

名
、
サ
ン
ダ
イ
ガ
サ
共
）
」
と
実
は
同
物
で
、
そ
の
図
註
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
三
田
尻
宰
判
の
「
ス
・
モ
草
」
を
「
ヲ
ニ
ト
キ
」

と
称
し
て
図
に
描
き
、
代
わ
り
に
「
ス
・
モ
草
」
を
異
名
（
方
言
）
と
し
て
添
え
た
と
記
し
て
い
る
。
（
正
伯
か
ら
）
再
度
尋
ね
が
あ
っ
た

と
き
の
対
処
法
ま
で
記
し
て
い
る
。
同
じ
趣
旨
の
記
録
が
周
防
に
他
一
例
（
貝
類
「
セ
コ
ツ
マ
」
）
、
長
門
に
も
三
例
（
木
類
「
イ
ヌ
ホ
ウ



シ
」
）
、
草
類
「
ワ
ロ
ウ
ヘ
ナ
カ
セ
」
）
、
介
甲
類
「
ユ
ヒ
」
）
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
五
例
に
つ
い
て
は
、
図
註
の
ま
ま
を
信
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
内
見
に
出
し
た
本
帳
下
書
き
の
編
集
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
が
直
接
の
原
因
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
事
情

を
説
明
し
て
絵
図
の
免
除
を
願
い
出
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
清
書
本
完
成
以
後
に
補
充
調
査
が
行
わ
れ
た
例
も
記
さ
れ
て
い
る
。
長
門
の
木
類
「
カ
ナ
ク
ソ
」
の
註
書
に
は
「
花
実
不
知
」
と

記
し
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
但
、
右
之
註
書
二
花
実
不
知
ト
相
調
差
登
候
。
花
実
之
有
無
讃
談
之
折
柄
、
実
有
之
由
ニ
テ
、
当
十
月
二
前
大
津
よ
り
現
実
差
出
候
。
花

　
　
も
可
有
之
と
地
下
え
申
遣
候
内
、
帳
面
差
急
二
付
、
右
之
通
花
実
不
知
と
先
相
調
差
登
候
。
追
て
花
実
之
儀
、
江
戸
5
と
ひ
来
候
ヘ

　
　
ハ
、
今
一
往
地
下
え
申
遣
、
其
趣
を
以
申
登
可
然
候
事
。
（
㎜
八
杢
P
）

と
、
完
成
を
急
い
だ
た
め
に
行
き
届
か
な
か
っ
た
調
査
を
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
産
物
改
役
自
身
の
観
察
を
註
書
に
反
映
さ
せ
て
い
た
例

が
、
長
門
の
草
類
「
ハ
ル
タ
マ
」
の
注
記
に
見
え
る
。

　
　
ハ
ル
タ
マ

　
　
　
　
庭
園
杯
二
春
生
ス
。
四
季
草
ナ
リ
。
高
サ
三
四
尺
位
、
葉
大
サ
四
五
寸
計
、
花
実
難
知
。
形
如
図
。

　
　
　
　
　
　
但
、
右
之
通
花
実
難
知
と
註
書
二
相
整
差
登
候
。
御
蔵
元
御
薬
園
二
有
之
ハ
ル
タ
マ
ニ
ツ
ホ
ミ
付
居
候
得
共
、
花
開
キ
不
申
二

　
　
　
　
　
　
付
、
花
実
の
程
不
相
知
故
、
先
ハ
右
之
通
花
実
難
知
と
申
登
候
。
然
処
二
、
十
月
比
5
ツ
ボ
ミ
付
キ
翌
年
之
正
月
比
5
花
開
キ
、

　
　
　
　
　
　
難
図
細
子
ヲ
結
ヒ
候
は
、
此
已
後
花
実
之
儀
申
来
候
時
は
、
此
趣
を
以
沙
汰
之
事
。
但
、
拍
図
二
花
実
之
趣
相
記
シ
有
之
候

　
　
　
　
　
　
事
。
（
㎜
八
七
二
P
）

　
秋
頃
ま
で
の
「
御
薬
園
」
で
の
観
察
に
よ
っ
て
註
書
に
「
花
実
難
知
」
と
書
い
た
。
所
が
、
観
察
を
続
け
て
い
る
と
翌
年
正
月
に
は
開

花
、
結
実
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
所
で
、
こ
の
元
文
三
年
正
月
の
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
『
註
書
把
』
の
成
立
が
表
紙
に
記
さ
れ
た
元
文
二
年
一
〇
月
二
八
日
で
は
あ

り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
記
事
の
最
後
、
「
但
、
拍
図
二
花
実
之
趣
相
記
シ
有
之
候
事
」
に
見
え
る
「
把
図
」
と
は
、
元
文
三
年
五
月

以
降
に
成
っ
た
前
出
『
長
門
産
物
之
内
江
戸
被
差
登
戻
地
下
図
正
把
』
の
こ
と
で
、
実
際
に
符
合
す
る
記
事
が
存
す
る
。
絵
図
と
は
別
に

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

「
御
薬
園
ノ
春
玉
図
」
を
掲
げ
た
箇
所
に
、

　
　
午
ノ
正
月
廿
二
日
記
之

　
　
　
此
ハ
ル
タ
マ
、
十
月
比
6
ツ
ボ
ミ
付
キ
、
翌
年
正
月
比
如
是
花
咲
。
図
ス
ル
ニ
不
足
細
子
ヲ
ム
ス
ブ
。
向
後
江
戸
5
花
実
趣
申
来
候

　
　
　
時
ハ
、
此
趣
を
以
沙
汰
之
事
。
一
X
七
八
一
P
一

と
同
内
容
の
観
察
結
果
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
現
存
『
註
書
把
』
の
成
立
は
元
文
三
年
五
月
以
降
と
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

産
物
帳
の
追
加
　
完
成
し
た
産
物
帳
本
帳
四
冊
と
絵
図
註
書
帳
二
冊
は
、
児
玉
市
之
助
か
ら
岡
部
市
郎
左
衛
門
宛
書
状
に
よ
れ
ば
、
同
年

閨
一
一
月
二
六
日
に
無
事
正
伯
へ
届
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
伯
が
そ
れ
で
満
足
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
図
註
の
要
求
に
対
し

て
註
書
だ
け
の
も
の
や
、
「
難
取
品
」
が
欠
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
丸
点
の
産
物
は
今
後
可
年
を
要
し
て
も
、
必
ず
絵
図
を
差
し
出
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
以
前
に
丸
点
、
三
角
点
を
付
け
た
本
帳
も
提
出
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
。
国
元
に
残
し
た
と
聞
い
た
正
伯
は
、

清
書
本
は
当
面
の
必
要
か
ら
仮
に
受
け
取
る
が
、
早
急
に
先
の
本
帳
下
書
き
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
（
こ
の
経
緯
に
よ
っ
て
、
一

〇
月
二
八
日
に
送
っ
た
④
⑧
「
内
見
物
本
書
」
が
内
見
か
ら
返
さ
れ
た
本
帳
下
書
き
で
は
な
く
、
写
し
直
さ
れ
た
も
の
と
分
か
る
。
）
児
玉

は
つ
い
で
に
、
江
戸
名
が
分
か
り
図
註
に
及
ば
ず
と
さ
れ
た
周
防
の
「
ク
ロ
ハ
キ
、
ダ
ス
、
ヱ
ビ
虫
、
烏
蛇
」
の
図
註
（
ヱ
ビ
虫
は
註
書
の

み
）
を
別
冊
に
仕
立
て
た
⑨
「
図
註
四
枚
」
を
正
伯
に
見
せ
て
い
る
。
国
元
で
は
江
戸
と
同
物
か
ど
う
か
に
確
信
が
な
く
、
「
内
護
絵
図
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

と
し
て
作
成
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
正
伯
は
行
き
届
い
た
配
慮
に
喜
び
、
「
周
防
産
物
絵
形
」
へ
加
え
る
こ
と
を
薦
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
同
じ
二
六
日
に
、
江
戸
家
老
も
萩
へ
書
状
を
送
り
、
中
で
見
逃
せ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
右
産
物
書
物
、
髪
元
え
被
差
登
候
通
二
仕
立
、
御
前
二
通
り
差
上
戻
様
二
と
被
仰
付
候
問
、
早
々
其
御
沙
汰
被
成
、
出
来
次
第
被
差

　
　
登
戻
様
二
と
存
戻
。
大
部
物
二
御
坐
戻
得
ハ
、
御
在
府
中
出
来
不
仕
戻
ハ
、
、
来
御
帰
国
之
上
、
被
差
上
戻
様
二
沙
汰
可
被
仰
付
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
W
二
一
八
o
P
）

藩
主
の
御
覧
に
入
れ
る
副
本
を
一
揃
い
作
れ
と
の
命
令
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
現
在
残
る
②
⑥
絵
図
註
書
帳
の
他
に
、
こ
の
命
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
清
書
本
が
も
う
一
種
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
。



　
こ
の
二
通
の
書
状
に
対
す
る
返
書
は
、
翌
元
文
三
年
正
月
十
二
日
に
萩
か
ら
送
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
『
産
物
二
付
江
戸
へ
付
出
案
』
（
集
成

㎜
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
原
題
を
「
江
戸
被
差
登
戻
御
付
出
之
案
書
井
追
加
図
註
次
二
御
添
状
等
一
巻
」
と
い
い
、
家
老
の
添
状
と
岡
部

市
郎
左
衛
門
か
ら
児
玉
市
之
助
へ
宛
て
た
書
状
、
産
物
改
役
作
成
の
案
書
「
江
戸
被
差
登
候
案
書
え
書
添
相
成
候
題
書
之
把
」
、
お
よ
び

「
長
門
周
防
産
物
之
内
図
註
追
加
」
か
ら
成
る
。

　
ま
ず
、
本
帳
下
書
き
を
江
戸
へ
送
り
返
す
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
此
案
書
、
前
廉
丹
羽
正
伯
様
え
御
内
見
二
入
、
御
添
削
を
請
も
、
好
之
通
清
書
相
調
、
先
頃
差
出
置
戻
。
右
之
案
書
被
差
下
候
上
、
猶

　
　
又
念
を
入
相
改
、
一
ツ
書
之
直
り
字
、
又
は
其
種
を
除
キ
一
ツ
書
二
仕
、
或
ハ
方
言
之
増
減
杯
も
少
々
御
座
候
分
ハ
、
清
書
え
其
分
相
整

　
　
申
候
。
最
此
案
書
え
は
直
り
之
品
為
御
覧
、
刎
紙
え
朱
書
二
整
置
戻
事
。
（
㎜
九
六
九
P
）

　
先
に
江
戸
へ
送
っ
た
「
内
見
物
本
書
」
は
、
実
際
の
下
書
き
と
は
異
な
っ
て
そ
の
後
の
検
討
に
よ
る
訂
正
を
加
え
て
い
る
か
ら
、
今
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

送
る
下
書
き
原
本
の
該
当
箇
所
に
も
そ
の
旨
の
付
義
を
朱
書
で
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
所
が
、
「
其
分
ハ
正
伯
老
御
不
審
有
之
、
図
註

可
被
相
好
程
難
計
候
故
」
、
つ
ま
り
訂
正
部
分
に
正
伯
の
新
た
な
図
註
要
求
が
出
る
の
に
備
え
、
予
め
図
註
を
別
冊
に
し
て
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醐
）

そ
の
註
書
控
え
が
最
後
の
「
図
註
追
加
」
で
、
長
門
分
二
種
、
周
防
分
一
一
種
の
計
一
三
種
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
長
門
分
　
タ
ノ
モ
バ
ナ
（
図
註
）
　
海
カ
メ
（
註
の
み
）

　
　
周
防
分
　
サ
ワ
キ
・
ヤ
ウ
、
紫
ノ
ト
ラ
ノ
ヲ
、
山
フ
キ
、
ア
カ
ニ
シ
、
ツ
カ
ニ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
ク
マ
バ
チ
（
以
上
、
図
註
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ツ
ビ

　
　
　
　
　
　
ア
ゼ
ス
イ
、
ア
ヲ
ヤ
ン
マ
、
牛
轟
、
サ
カ
リ
ク
モ
（
以
上
、
註
の
み
）

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
註
書
は
実
地
観
察
と
は
無
関
係
に
作
ら
れ
、
事
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
マ
マ
〉

　
　
右
之
註
書
ハ
三
才
図
絵
、
大
和
本
草
、
救
荒
本
草
等
二
有
之
註
書
ヲ
交
合
仕
、
相
調
清
書
被
差
登
候
。
被
差
急
戻
故
、
地
下
あ
の
註

　
　
書
差
出
候
上
、
其
文
を
以
相
調
候
時
は
隙
取
候
二
付
、
右
之
通
相
調
候
事
。
（
㎜
九
八
一
P
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

と
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
参
考
書
の
記
述
か
ら
作
文
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
月
足
ら
ず
の
期
間
で
は
無
理
も
な
い
が
、
稀
に
こ
う
し
た
便

法
も
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
清
書
本
の
提
出
で
萩
藩
の
産
物
帳
編
纂
事
業
が
完
了
し
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
、
以
上
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
も
産

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



物
改
役
を
中
心
と
し
た
各
宰
判
は
、
正
伯
が
要
求
し
た
図
註
の
補
充
作
業
に
従
い
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

そ
の
他
の
資
料
を
編
集
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

産
物
帳
提
出
以
後
産
物
改
役
と
し
て
の
仁
保
玄
珠
と
鳥
田
智
庵
の
任
期
は
、
田
中
助
一
氏
に
よ
れ
ば
元
文
五
年
五
月
晦
日
ま
で
で
あ

　
（
6
6
）

る
。
清
書
本
提
出
か
ら
二
年
半
も
の
問
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
地
下
の
産
物
名
寄
帳
で
元
文
元
年
に
編
集
さ
れ
た
も
の
は
一
部
も
残
っ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
五
宰
判
の
も
の
の
識

語
に
よ
る
成
立
時
期
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
舟
木
産
物
名
寄
帳
一
元
文
三
年
九
月
）
　
　
　
　
　
先
大
津
郡
産
物
名
寄
帳
（
元
文
四
年
二
月
）

　
　
玖
珂
熊
毛
郡
産
物
名
寄
帳
（
元
文
四
年
三
月
）
　
　
前
大
津
郡
地
下
産
物
名
寄
帳
（
元
文
四
年
十
月
）

　
　
浜
崎
産
物
名
寄
一
元
文
四
年
十
二
月
）

　
一
年
余
り
の
幅
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
産
物
帳
完
成
以
後
の
も
の
で
、
萩
藩
で
は
こ
う
し
た
独
自
の
事
業
を
継
続
し
て
い
た
。
独
自
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
分
類
内
配
列
が
イ
ロ
ハ
順
で
あ
り
、
正
伯
が
そ
の
種
の
資
料
を
要
求
し
た
証
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
配
列

で
は
産
物
の
有
無
を
検
索
す
る
に
は
便
利
で
あ
っ
て
も
、
近
縁
種
が
名
称
一
の
第
一
仮
名
）
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
産
物
帳
の
目
的
で
あ

る
産
物
一
覧
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
に
な
る
。
類
縁
配
列
（
ま
た
は
連
想
配
列
）
に
よ
る
名
寄
帳
が
予
め
存
在
す
る
場
合
に
始
め
て

索
引
と
し
て
役
立
っ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
例
え
ば
『
舟
木
産
物
名
寄
帳
』
の
識
語
に
、

　
　
右
之
通
、
前
廉
付
出
士
戻
へ
共
、
座
違
之
品
、
或
種
類
之
書
入
等
無
御
座
二
付
、
廉
々
御
改
被
成
、
猶
又
地
下
詮
儀
仕
、
前
書
之
通
相

　
　
定
所
、
相
違
無
御
座
二
付
、
調
替
差
出
申
候
。
向
後
此
辻
を
以
被
成
御
沙
汰
、
可
被
遣
候
。
（
X
…
P
一

と
あ
り
、
各
宰
判
に
は
「
前
廉
付
出
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
文
元
年
に
出
さ
れ
た
報
告
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
類
別
の
変

更
（
座
違
之
晶
）
や
新
た
な
補
入
（
種
類
之
書
入
一
が
な
い
ま
ま
、
配
列
を
イ
ロ
ハ
順
に
変
更
（
調
替
）
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
元
年
の
報
告
と
同
内
容
で
は
な
く
、
本
帳
清
書
本
に
採
用
さ
れ
た
産
物
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
門
の
各
産
物
名

寄
帳
を
長
門
産
物
名
寄
と
較
べ
る
と
、
浜
崎
2
7
、
前
大
津
ω
、
先
大
津
1
6
、
舟
木
4
8
と
い
う
数
の
産
物
名
が
後
者
に
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら

は
長
門
産
物
名
寄
が
基
づ
い
た
下
書
き
に
な
く
、
清
書
本
で
増
補
さ
れ
た
産
物
名
で
あ
る
た
め
に
、
各
産
物
名
寄
帳
の
独
自
項
目
に
な
っ



　
　
　
　
　
　
〔
6
7
）

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
じ
時
期
に
、
地
下
は
別
の
編
集
作
業
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
。
産
物
名
寄
帳
と
は
逆
に
、
元
文
元
年
に
報
告
し
た
産
物
か
ら
本
帳

清
書
本
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
抽
出
し
、
イ
ロ
ハ
順
の
一
覧
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
「
産
物
名
寄
之
内
余
り
物
帳
」
と
名
付
け
ら
れ

た
次
の
宰
判
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
小
郡
（
元
文
三
年
九
月
）
　
　
先
大
津
郡
（
同
年
九
月
一
　
　
舟
木
（
元
文
四
年
二
月
）
　
　
玖
珂
熊
毛
郡
（
同
年
三
月
）

　
　
山
口
（
同
年
五
月
一
　
　
　
　
前
大
津
郡
（
同
年
十
月
一
　
　
山
代
（
同
年
六
月
一
　
　
　
　
浜
崎
（
同
年
十
二
月
一

　
　
三
田
尻
（
年
記
不
明
一

　
成
立
時
期
に
幅
が
あ
る
点
は
産
物
名
寄
帳
と
同
じ
で
、
舟
木
宰
判
で
は
名
寄
帳
が
先
立
ち
、
先
大
津
郡
で
は
余
り
物
帳
の
方
が
早
く
出

来
て
い
る
。
識
語
に
は
、

　
　
右
前
書
之
通
御
座
震
問
、
御
沙
汰
被
成
可
被
遣
候
　
以
上
　
　
（
浜
崎
）

と
あ
る
だ
け
で
編
集
目
的
な
ど
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
本
帳
に
漏
れ
た
産
物
一
覧
と
い
え
、
名
寄
帳
が
残
っ
て
い
な
い
小
郡
、
山
口
、
山

代
、
三
田
尻
の
各
宰
判
で
は
、
こ
の
余
り
物
帳
が
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
名
寄
帳
が
残
る
宰
判
で
は
、
こ
の
余
り
物
帳
の
産
物
を
加
え
た

も
の
が
、
本
来
の
報
告
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
支
藩
に
お
い
て
も
類
似
の
資
料
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
徳
山
藩
に
は
『
徳
山
御
領
産
物
御
附
出
字
違
類
違
之
分
』
（
前
出
）
が
あ
る
。
『
周

防
国
都
濃
郡
徳
山
領
産
物
附
立
』
の
本
文
を
写
し
、
朱
筆
で
本
帳
の
変
更
内
容
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
漢
字
表
記
の
変
更
一
例
、
筆
頭
菜
V

土
筆
、
灘
燭
V
杜
鵠
花
、
狗
V
犬
）
、
仮
名
か
ら
漢
字
へ
（
例
、
あ
ん
ず
V
杏
、
も
ず
V
鳴
）
、
平
仮
名
か
ら
片
仮
名
へ
の
変
更
な
ど
が
大
部

分
を
占
め
、
付
属
見
出
し
を
独
立
さ
せ
た
り
、
そ
の
逆
の
例
も
見
え
る
か
ら
、
清
書
本
の
編
集
方
針
を
探
る
資
料
に
な
り
う
る
。
作
成
者

や
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
清
書
本
と
比
較
し
た
結
果
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
岩
国
藩
に
は
詳
細
を
極
め
る
『
岩
国
御
領
産
物
御
附
出
と
江
戸
御
付
出
字
違
之
分
書
抜
（
上
、
下
）
』
が
あ
る
他
、
『
周
防
岩
国
御
領
産
物

御
附
出
之
内
類
違
之
分
書
抜
』
『
周
防
岩
国
御
領
産
物
御
附
出
之
内
穀
類
字
違
』
（
以
上
、
集
成
堅
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
岩
国
御

付
出
」
と
「
江
戸
御
付
出
」
の
該
当
本
文
を
対
照
し
て
書
抜
い
た
も
の
で
、
岩
国
藩
の
報
告
が
ど
の
よ
う
に
清
書
本
に
取
り
込
ま
れ
た
か

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

を
知
る
上
で
恰
好
の
材
料
を
提
供
す
る
。
岩
国
が
総
称
や
代
表
種
名
の
下
に
各
種
を
掲
げ
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
清
書
本
で
は
総
称

を
省
き
、
細
か
く
見
出
し
を
立
て
よ
う
と
す
る
と
い
っ
た
、
分
類
方
針
の
相
違
を
見
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

　
　
一
　
キ
リ
ハ
ラ
イ

　
　
　
　
右
従
岩
国
如
是
御
附
出
相
成
候
得
共
、
最
初
御
付
出
は
キ
ク
ハ
ラ
イ
と
御
付
出
相
成
候
。
此
度
之
清
書
ニ
ハ
左
之
通
御
付
出
相
成

　
　
　
　
候
。

　
　
一
　
キ
リ
ハ
ラ
イ

　
　
　
　
右
如
斯
御
付
出
相
成
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
X
七
八
七
P
）

の
例
に
見
え
る
「
最
初
御
付
出
」
は
、
「
初
手
江
戸
疋
之
御
付
出
」
「
初
手
御
付
出
」
ま
た
単
に
「
初
手
」
と
も
あ
り
、
元
文
元
年
の
本
帳
下

書
き
を
意
味
す
る
ら
し
く
、
周
防
産
物
名
寄
に
は
確
か
に
「
キ
ク
ハ
ラ
ヒ
」
と
誤
っ
た
語
形
を
載
せ
て
い
る
。
『
字
違
之
分
書
抜
』
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

る
類
例
一
五
〇
項
目
の
う
ち
二
二
〇
項
目
が
周
防
産
物
名
寄
に
一
致
す
る
。
　
（
二
〇
項
目
の
不
一
致
は
、
変
更
部
分
を
含
む
二
次
的
な
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
6
9
）

書
き
を
周
防
産
物
名
寄
が
元
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
）
こ
れ
ほ
ど
綿
密
な
書
抜
き
を
作
っ
た
の
が
岩
国
藩
な
の
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ

る
が
、
今
は
そ
う
考
え
て
お
く
。
徳
山
藩
の
も
の
と
併
せ
て
「
江
戸
御
付
出
」
を
集
成
す
れ
ば
、
清
書
本
「
周
防
国
産
物
帳
」
の
相
当
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

を
再
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
産
物
改
役
ら
も
、
藩
主
の
御
覧
に
供
す
る
副
本
作
成
に
従
事
し
、
絵
図
の
残
り
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
努
カ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
前
述
『
長
門
産
物
之
内
江
戸
被
差
登
候
地
下
図
正
把
　
全
』
の
編
集
が
こ
の
頃
行
わ
れ
て
い
る

か
ら
、
再
び
取
り
上
げ
て
お
く
。

　
こ
の
控
え
の
編
集
目
的
は
長
い
前
書
き
の
最
後
に
見
え
る
。

　
　
此
把
図
、
諸
郡
5
現
物
差
出
、
其
生
写
、
或
現
物
有
之
時
節
ニ
テ
無
之
品
は
絵
形
を
以
差
出
、
写
も
有
之
。
又
ハ
地
下
人
演
況
を
以
、
此

　
　
把
図
相
整
候
。
然
は
右
之
通
、
其
時
々
地
下
5
之
趣
を
以
、
把
図
相
整
置
候
段
ハ
、
眼
前
之
事
二
候
得
共
、
自
今
以
後
現
物
等
、
又
御

　
　
用
ニ
テ
差
出
候
節
ハ
、
最
初
差
出
候
品
と
は
自
然
取
違
へ
、
令
混
乱
可
被
差
出
程
も
無
覚
束
候
。
尤
、
地
下
絵
形
を
以
差
出
た
る
品
は
、

　
　
後
年
連
も
無
相
違
儀
二
候
得
共
、
前
書
之
通
、
現
物
演
況
之
品
、
以
後
相
違
之
廉
可
有
之
段
難
計
二
付
、
地
下
産
物
方
役
人
、
又
ハ
地
下



　
　
人
え
此
把
図
披
見
士
戻
て
、
見
分
之
上
、
其
品
相
違
無
之
段
、
其
図
々
え
印
判
突
置
セ
候
事
。
（
X
六
套
P
）

　
慎
重
な
配
慮
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
絵
図
は
、
「
此
絵
形
切
抜
張
附
置
候
段
、
如
何
敷
候
得
共
、
又
々
ケ
様
二
相
整
候
時
は
隙
取
戻
故
、

如
斯
相
認
候
事
。
」
（
X
一
一
六
四
P
）
と
釈
明
し
な
が
ら
、
前
年
の
原
図
を
貼
り
込
ん
で
い
る
。
一
部
に
周
防
一
岩
国
も
）
の
絵
図
を
用
い
な
が

ら
、
長
門
国
絵
図
註
書
帳
と
同
じ
順
に
並
べ
た
基
礎
資
料
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
産
物
方
の
署
名
に
例
外
な
く
「
元
文
三
年
一
午
ノ
一
五

月
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

　
収
め
ら
れ
た
二
一
〇
図
ほ
ど
の
絵
図
類
は
、
原
則
と
し
て
現
物
の
写
生
（
生
写
）
に
よ
り
、
宰
判
の
絵
図
の
採
用
は
少
な
い
。
岩
国
の

七
図
を
別
に
す
る
と
、
「
右
先
大
津
地
下
図
を
以
調
之
」
と
地
下
絵
図
だ
け
に
基
づ
く
も
の
が
一
〇
図
、
「
右
当
嶋
実
葉
生
写
／
花
ハ
美
祢
郡

地
下
図
を
以
調
之
」
な
ど
と
写
生
に
「
地
下
図
」
の
一
部
を
弔
用
し
た
も
の
が
六
図
あ
る
。
提
出
元
は
美
祢
が
六
図
、
前
大
津
、
吉
田
が
各

三
図
、
舟
木
が
二
図
、
先
大
津
、
三
田
尻
が
各
一
図
で
、
萩
か
ら
隔
た
っ
た
地
域
が
主
で
あ
り
、
逆
に
、
写
生
の
大
部
分
は
萩
周
辺
の
当
嶋

宰
判
に
属
す
る
。
口
頭
説
明
（
演
況
）
に
よ
る
の
は
「
右
当
嶋
／
花
ハ
演
況
ニ
テ
調
／
実
ハ
生
写
」
（
モ
チ
カ
ヅ
ラ
）
に
限
ら
れ
る
。
絵
図
の
確

認
は
多
く
の
場
合
複
数
で
行
わ
れ
、
「
ノ
ケ
ダ
虫
」
の
よ
う
に
長
門
国
内
の
八
宰
判
す
べ
て
が
連
署
し
て
い
る
例
さ
え
あ
る
。
産
物
の
重
出

状
況
が
一
見
し
て
明
ら
か
な
資
料
で
あ
る
。
細
か
く
見
れ
ば
、
色
々
と
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
他
に
関
係
資
料
が
一
切

残
っ
て
い
な
い
奥
阿
武
、
当
嶋
、
美
祢
、
吉
田
の
各
宰
判
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
接
的
記
事
が
唯
一
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
重
な
る
内
容
を
含
む
『
周
防
長
門
産
物
江
戸
被
差
登
候
註
書
拍
』
も
こ
の
時
期
の
成
立
で
あ
る
が
、
前
に
述
べ
た
か
ら
繰
り
返

さ
な
い
。
両
資
料
を
通
じ
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
記
事
に
今
後
の
「
御
用
」
に
備
え
る
旨
の
表
現
が
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
江
戸
の
正
伯
か
ら
追
加
の
尋
ね
が
あ
る
こ
と
を
、
萩
藩
で
は
よ
ほ
ど
現
実
的
に
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
仮
想
の
事
態
に
傭

え
る
た
め
に
、
清
書
本
完
成
の
後
も
、
直
接
に
は
産
物
帳
と
関
係
が
な
い
補
充
資
料
を
、
二
年
以
上
の
間
作
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

果
し
て
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

産
物
帳
編
纂
事
業
の
終
了
浜
崎
宰
判
の
余
り
物
帳
提
出
が
元
文
四
年
二
一
月
で
あ
り
、

い
。
と
も
あ
れ
、
元
文
五
年
五
月
末
を
も
っ
て
萩
藩
の
産
物
帳
編
纂
事
業
は
完
了
し
た
。

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程

こ
れ
よ
り
遅
れ
た
宰
判
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

そ
の
最
後
に
産
物
改
役
が
任
を
終
え
る
に
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
穴

た
っ
て
書
か
れ
た
報
告
書
が
、
国
元
に
控
え
と
し
て
残
さ
れ
た
産
物
帳
関
係
資
料
の
目
録
で
あ
る
。
そ
の
「
産
物
御
控
帳
目
録
」
が
長
門

分
（
集
成
X
一
と
周
防
分
（
集
成
1
X
）
そ
れ
ぞ
れ
に
残
っ
て
い
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
て
ま
と
め
と
し
て
お
く
。
（
上
下
に
対
照
さ
せ
、
記
号

は
私
に
付
し
た
。
）

BALKJIHGFED
長
門
産
物
御
控
帳
目
録

　
長
門
分
産
物
御
附
出
控

　
井
記
録
付
出

一
江
戸
御
附
出
目
録
控

一
同
　
御
附
出
絵
形
控

　
但
右
之
二
廉
御
前
エ
も

　
差
出
候
事

一
初
手
御
附
出
正
伯
老
好
有
之

被
差
返
候
分

一
以
呂
波
寄
せ
郡
々
印
判
入
根
帳

一
地
下
生
写
絵
形

一
従
郡
々
附
出

一
同
余
り
物
帳

一
同
　
註
書
継
立

一
同
催
相
註
書
継
立

一
長
府
御
領
御
附
出

一
同
　
字
違
類
違
之
分

一
同
　
此
御
方
え
御
預
二
付
添
削

壱弐
冊冊

壱壱壱壱八八壱弐壱
冊冊冊冊冊冊冊冊冊

bajih9’fedk
周
防
産
物
御
控
帳
目
録

周
防
分
産
物
御
附
出
控

　
井
記
録
付
立

一
江
戸
御
附
出
目
録
控

一
同
御
附
出
絵
形
控

　
但
右
之
二
廉
　
御
前
え
も

　
指
出
候
事

一
同
初
手
御
附
出
正
伯
老
好
有
之

被
差
返
候
分

一
以
呂
波
寄
せ
郡
々
印
判
入
根
帳

一
地
下
生
写
絵
形

一
従
郡
々
附
出

一
同
饒
り
物
帳

一
同
註
書
継
立

一
同
　
催
相
註
書
継
立

一
産
物
士
調
様
正
伯
老
好
之

案
書

一
徳
山
御
領
御
附
出

壱弐
冊冊

壱壱九九壱弐壱
冊冊冊冊冊冊冊

壱壱
冊冊



ONM
　
相
成
江
戸
御
付
出
控

一
清
末
御
領
御
附
出

一
同
　
字
違
類
違
之
分

一
同
　
此
御
方
へ
御
預
二
付
添
削

　
相
成
江
戸
御
附
出
控

一
郡
請
無
之
品
付
立

以
上

外
二　

江
戸
取
遣
之
書
簡
壱
袋

郡
印
相
文

＝ヒ　＝ヒ　：ヒ

’巳官悟
冊冊冊

壱壱
冊冊

1m

一
岩
国
御
領
御
附
出
　
　
一
巻
　
壱
文
箱

　
但
入
日
記
有
之

一
郡
請
無
之
品
付
立
　
　
　
　
　
　
壱
冊

郡
印
相
文

　
山
口
／
小
郡
／
三
田
尻
／
都
濃
郡
／

徳
地
／
熊
毛
／
山
代
／
上
ノ
関
／

大
嶋
／
岩
国
／
徳
山

　
　
　
当
嶋
／
浜
崎
／
奥
阿
武
郡
／
美
祢
郡
／

　
　
　
前
大
津
／
先
大
津
／
吉
田
／
船
木
／

　
　
　
長
府
／
清
末

　
本
稿
で
用
い
た
資
料
を
整
理
す
る
意
味
で
簡
単
に
説
明
を
加
え
る
。

　
A
，
a
は
失
わ
れ
た
産
物
帳
本
帳
の
清
書
本
の
控
え
で
あ
ろ
う
。
B
，
b
は
今
日
残
る
「
絵
形
」
で
あ
ろ
う
。
C
，
c
は
内
見
に
出
し
た

下
書
き
で
、
正
伯
が
照
合
を
終
え
て
約
束
通
り
返
却
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
D
，
d
は
不
明
。
イ
ロ
ハ
順
名
寄
帳
を
国
房
に
集
成
し
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
二
冊
で
は
少
な
い
気
も
す
る
。
E
が
長
門
の
『
地
下
図
拍
』
を
指
す
と
す
れ
ば
、
周
防
に
も
同
様
の
絵
図
帳
e
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
え
ば
、
『
地
下
図
拍
』
に
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
記
事
が
あ
る
。
「
チ
ナ
イ
」
の
記
事
は
前
に
引
い
た
が
、
そ

の
直
後
に

　
　
但
、
此
絵
形
ハ
周
防
分
故
、
周
防
分
之
釦
え
閉
添
可
有
之
候
得
共
、
同
物
之
品
清
書
絵
形
都
て
長
門
一
方
之
絵
形
添
被
差
登
ニ
テ
、
把

　
　
も
此
方
エ
閉
添
有
之
事
（
X
六
八
八
P
）

　
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

と
い
う
記
事
が
見
え
、
こ
の
「
周
防
分
之
把
」
が
e
に
当
た
る
か
と
思
わ
れ
る
。
F
，
f
は
元
文
元
年
の
名
寄
帳
で
は
な
く
、
現
存
す
る
イ

ロ
ハ
順
名
寄
帳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
余
り
物
帳
の
G
，
9
も
同
様
で
あ
る
。
H
，
h
お
よ
び
1
，
i
は
宰
判
か
ら
出
さ
れ
た
註
書
を
集
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
が
防
長
両
国
に
共
通
す
る
。

　
長
門
の
J
，
M
は
本
稿
で
も
紹
介
し
た
長
府
藩
と
清
末
藩
の
報
告
書
で
あ
る
。
K
，
N
は
失
わ
れ
た
が
、
岩
国
や
徳
山
と
同
様
に
類
似

資
料
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
目
録
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
萩
の
産
物
改
方
が
作
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
L
、

○
は
現
存
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
P
は
現
存
す
る
『
周
防
長
門
産
物
相
互
郡
請
無
之
分
付
立
』
（
集
成
㎜
）
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
原
題
は
「
長
門
分
産
物
御
附
出
之
内
長
門
二
郡
請
無
之
周
防
二
郡
請
有
之
分
書
抜
井
長
門
郡
請
無
之
分
匡
二
　
全
」
と
あ

り
、
「
長
門
分
産
物
御
附
出
之
内
長
門
二
郡
請
無
之
周
防
二
郡
請
有
之
分
書
抜
」
と
「
長
門
分
産
物
之
内
郡
請
無
之
分
書
抜
」
の
二
部
か
ら
成

る
。
内
容
は
ま
だ
よ
く
検
討
し
て
い
な
い
が
、
長
門
と
周
防
の
出
入
り
を
比
較
し
た
覚
書
の
よ
う
で
あ
る
。
「
都
鳥
」
の
注
記
に
「
但
、
右

都
鳥
ハ
周
防
小
郡
5
註
申
出
候
。
委
細
ハ
印
判
帳
二
註
書
有
之
」
（
㎜
九
一
四
P
）
と
見
え
、
「
印
判
帳
」
す
な
わ
ち
『
地
下
図
把
』
（
X
九
〇
三
p
）

に
事
実
そ
の
記
事
（
稀
で
捕
獲
が
困
難
な
た
め
、
註
書
で
代
え
る
旨
の
小
郡
の
報
告
）
が
あ
る
か
ら
、
元
文
三
年
五
月
よ
り
後
の
も
の
で

あ
る
。
Q
は
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
（
前
出
）
『
産
物
事
二
付
江
戸
へ
付
出
案
』
（
同
）
な
ど
関
係
書
状
を
集
め
た
も
の
か
。
末
尾
の
宰
判
名
と
郡

名
、
支
藩
名
は
調
査
単
位
ご
と
に
印
判
が
載
っ
て
い
る
。

　
周
防
の
j
は
、
正
伯
が
最
初
に
提
示
し
た
産
物
帳
の
書
式
、
あ
る
い
は
絵
図
註
書
帳
の
書
式
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
k
，
1
は
現
存
す

る
報
告
書
で
あ
る
。
岩
国
だ
け
が
二
巻
　
壱
文
箱
」
と
別
に
な
っ
て
い
る
意
味
、
お
よ
び
「
但
入
日
記
有
之
」
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
長

門
に
L
，
N
が
載
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
す
る
岩
国
、
徳
山
の
「
字
違
類
」
が
見
え
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
m
は
長
門

の
P
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
残
っ
て
い
な
い
。

　
元
文
二
年
十
月
の
産
物
帳
提
出
か
ら
元
文
五
年
五
月
末
ま
で
の
間
、
こ
の
よ
う
に
事
業
を
継
続
し
て
い
た
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

萩
藩
に
お
い
て
産
物
調
査
の
重
要
性
へ
の
認
識
が
生
じ
て
、
折
角
の
機
会
に
可
能
な
限
り
完
全
な
調
査
を
遂
げ
て
お
き
た
い
と
の
思
惑
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
辺
の
事
情
を
考
え
る
資
料
カ
手
許
に
な
い
。

　
以
上
で
、
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
を
一
通
り
概
観
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
帳
に
比
し
て
絵
図
註
書
帳
の
作
成
に
多
大
の
努



力
が
注
が
れ
た
点
に
、
こ
の
事
業
の
特
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
過
程
で
、
本
帳
に
記
載
さ
れ
た
産
物
に
関
し
て
知
識
が
深

ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
筆
者
が
目
的
と
す
る
一
八
世
紀
前
半
頃
の
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
過
程
を
経
て
作
成
さ
れ
た
産
物
帳

関
係
資
料
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
が
最
も
適
切
か
は
常
に
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
岡
山
藩
や
福
岡
藩
の
よ
う
に
整
っ
た
本
帳
、
絵
図
註

書
帳
が
現
存
し
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
注
釈
を
傭
え
た
複
製
本
が
あ
る
場
合
で
も
同
じ
で
、
基
礎
資
料
か
ら
完
成
ま
で
の
間
に
は

種
々
の
問
題
が
存
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
は
、
産
物
帳
記
事
の
安
易
な
利
用
を
自
戒
す
る
意
味
も
含
ま
せ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
資
料
の
閲
覧
と
複
写
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
山
口
県
文
書
館
に
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

1234765 注　
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
史
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
冒
三
年
）
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
・
農
学
年
表
』
一
同
、
昭
和
彗
年
）
な
お
、
一
々

の
箇
所
に
日
野
氏
の
名
前
を
掲
げ
て
は
い
な
い
。

　
上
野
益
三
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
　
第
一
巻
　
新
訂
版
』
（
日
本
学
士
院
編
、
一
九
八
o
年
）
、
同
『
薩
摩
博
物
学
史
』
（
島
津
出
版
、
昭
和

毫
年
）
、
安
田
健
『
江
戸
諸
国
産
物
帳
－
丹
羽
正
伯
の
人
と
仕
事
1
』
（
晶
文
杜
、
一
九
八
七
年
）
、
同
「
享
保
時
代
の
『
産
物
帳
』
を
求
め

て
」
（
科
学
朝
日
、
一
九
八
O
年
九
月
号
）
な
ど
。
翻
刻
に
『
筑
前
国
産
物
帳
　
上
中
下
』
『
同
　
産
物
絵
図
帳
』
（
西
日
本
新
聞
杜
、
昭
和
き

年
）
と
『
傭
前
国
傭
中
国
之
内
領
内
産
物
帳
』
『
同
　
産
物
絵
図
帳
　
上
下
』
（
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
、
昭
和
杢
年
年
）
が
あ
る
。
な
お
、

筑
前
の
絵
図
帳
に
は
「
筑
前
国
産
物
並
絵
図
取
調
等
覚
書
」
と
い
う
関
連
文
書
を
集
め
た
附
録
が
あ
っ
て
有
益
で
あ
る
。

　
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
（
島
大
国
文
、
一
九
号
）
、
同
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
」
（
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学

科
編
、
第
一
四
号
　
　
）

　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
一
。
筑
前
福
岡
藩
（
注
2
附
録
文
書
一
や
薩
摩
藩
の
記
録
一
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録

追
録
四
』
巻
七
八
、
M
七
三
文
書
）
に
も
同
文
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
注
2
の
附
録
文
書
、
「
三
月
廿
四
日
大
御
目
寸
衆
5
御
廻
状
ヲ
以
」
云
々
。

　
　
　
　
　
　
’

　
注
2
の
附
録
文
書
、
「
去
寅
三
月
廿
八
日
大
御
目
付
様
5
被
仰
渡
候
御
廻
状
写
」
。

　
谷
口
澄
夫
「
『
傭
前
国
備
中
国
之
領
内
産
物
帳
』
『
同
絵
図
帳
』
解
題
」
（
『
集
成
』
第
㎜
巻
所
収
）
、
ま
た
同
氏
の
注
2
の
岡
山
藩
復
刻
本

の
「
解
題
」
を
参
照
、

萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程

二
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
0

8
　
福
岡
藩
は
注
2
附
録
文
書
、
「
丹
羽
正
伯
老
5
被
相
招
展
付
四
月
三
日
御
留
守
居
花
房
伊
右
衛
門
罷
越
展
処
」
。
薩
摩
藩
は
『
旧
記
雑
録

　
追
録
四
』
巻
七
八
、
㎞
七
一
八
∫
七
二
〇
文
書
に
よ
る
。

9
　
福
岡
藩
の
注
2
附
録
文
書
参
照
。

1
0
　
福
岡
藩
の
注
2
附
録
文
書
、
薩
摩
藩
は
『
旧
記
雑
録
追
録
四
」
巻
七
八
㎞
七
二
二
文
書
に
写
し
が
あ
る
。

u
　
岡
山
藩
士
は
珍
品
だ
け
の
報
告
を
上
申
し
た
が
、
正
伯
は
あ
く
ま
で
全
産
物
の
調
査
を
求
め
て
い
る
。
注
7
の
「
解
題
」
参
照
。
薩
摩
藩

　
か
ら
は
琉
球
国
も
調
査
す
る
の
か
と
尋
ね
て
い
る
、
正
伯
は
「
乍
御
領
国
外
国
之
義
戻
間
、
琉
国
之
産
物
者
可
相
除
旨
」
を
答
え
て
い
る
。

　
注
8
の
文
書
参
照
◎

1
2
　
福
岡
藩
の
注
2
附
録
文
書
参
照
。

1
3
　
例
え
ば
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
（
集
成
㎜
）
に
は
、
江
戸
か
ら
岡
部
だ
け
に
宛
て
た
書
状
（
元
文
二
年
閨
一
一
月
付
一
が
残
っ
て
い
る
。
日

　
野
氏
が
、
岡
部
の
後
任
と
し
て
鳥
田
智
庵
と
仁
保
玄
珠
が
任
命
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
の
は
適
当
で
な
い
。

1
4
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
両
国
本
章
』
一
登
録
名
、
㎜
1
捌
）
に
よ
る
。
こ
れ
に
は
〕
兀
文
三
年
戊
午
秋
八
月
日
写
之
」
の
書
写
識
語
が
あ

　
る
。

1
5
　
注
9
の
書
式
の
最
後
に
「
右
之
内
二
献
上
有
之
物
分
、
別
段
二
相
記
可
申
事
」
と
い
う
指
示
が
あ
る
。
な
お
、
注
2
4
を
参
照
の
こ
と
。

1
6
　
注
2
の
安
田
健
『
江
戸
諸
国
産
物
帳
』
（
三
〇
p
以
下
）
に
よ
る
と
、
下
野
国
宇
都
宮
領
で
は
調
査
趣
旨
の
不
徹
底
の
た
め
に
再
調
査
を
実

　
施
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

1
7
　
拙
稿
「
『
長
門
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
島
大
国
文
、
二
〇
号

1
8
　
『
集
成
』
に
は
乱
丁
が
あ
る
。
木
類
の
一
九
〇
頁
か
ら
一
九
三
頁
ま
で
の
四
頁
は
、
正
し
く
は
草
類
の
一
〇
九
頁
の
後
に
位
置
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

1
9
　
　
『
集
成
』
巻
脳
巻
の
解
説
で
は
、
烏
田
智
庵
の
手
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

2
0
　
注
2
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
参
照
。

2
1
　
井
上
因
碩
は
碁
方
家
元
の
井
上
家
当
主
で
、
享
保
一
九
年
に
六
世
を
襲
っ
た
伊
藤
春
碩
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
丹
羽
正
伯
の
許
へ
親
し
く

　
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
覚
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

2
2
　
薩
摩
藩
記
録
に
も
正
伯
の
代
理
と
し
て
「
弟
丹
羽
正
因
」
が
見
え
る
。
福
岡
藩
の
記
録
で
は
「
弟
子
正
印
」
が
代
理
を
務
め
た
と
あ
り
、

完
成
時
に
正
伯
と
並
ん
で
金
子
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
同
一
人
物
の
よ
う
だ
が
、
松
島
博
「
本
草
学
者
丹
羽
正
伯
の
研
究
」
（
三
重
県
立
大

　
学
研
究
年
報
第
w
巻
－
号
、
昭
和
豊
年
三
月
）
に
掲
げ
ら
れ
た
系
図
に
「
正
因
」
の
明
記
が
な
く
、
確
証
は
な
い
。

2
3
　
注
1
5
参
照
。

2
4
　
　
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
（
前
出
）
の
元
文
二
年
二
月
二
日
付
家
老
書
状
に
「
十
日
産
物
之
弐
冊
井
御
献
上
之
産
物
寸
、
市
之
助
致
持
参
候



　
処
」
（
㎜
二
七
六
P
）
と
あ
り
、
産
物
帳
と
は
別
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

2
5
　
原
文
は
「
此
問
被
差
出
候
式
冊
、
御
調
被
成
様
か
た
か
な
ニ
テ
克
御
座
候
。
脇
々
様
者
平
か
な
ニ
テ
被
差
出
候
。
麦
許
ニ
テ
亦
調
替
候
故
、

　
か
た
か
な
御
尤
之
儀
宣
御
座
候
由
被
申
候
」
（
㎜
二
〇
四
P
）
で
あ
る
。

2
6
　
残
り
の
三
条
は
、
硯
石
、
砥
石
、
蜜
蜂
を
差
し
出
す
件
で
、
後
々
ま
で
萩
藩
を
大
い
に
悩
ま
せ
た
要
求
で
あ
る
が
、
産
物
帳
と
は
直
接
関

　
係
が
な
い
か
ら
言
及
し
な
い
。

2
7
　
管
見
の
範
囲
で
は
、
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
註
書
」
（
集
成
W
）
に
本
文
の
中
に
註
書
を
書
き
入
れ
た
例
が
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
藩
の
「
郡
別

　
産
物
帳
」
（
集
成
1
）
は
大
部
分
の
産
物
に
略
注
を
施
し
て
い
る
が
、
所
謂
註
書
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
。
し
か
し
、
萩
藩
は
結
局
こ
の

　
指
示
に
は
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

2
8
　
岡
山
藩
に
は
蛇
類
の
一
種
「
山
し
ば
」
に
耳
を
描
き
、
次
の
註
書
を
添
え
た
例
が
あ
る
。

大
ク
チ
ナ
ワ
一
テ
、
三
四
問
許
ナ
ル
モ
ア
リ
。
串
ニ
ア
リ
。
大
キ
ナ
ル
ニ
一
耳
ア
リ
。
大
キ
ナ
ル
一
常
一
ミ
ヘ
ズ
、
山
中
タ
マ
く
見

　
之
。
（
集
成
㎜
≡
＝
P
、
カ
ラ
ー
口
絵
八
P
）

伝
聞
に
基
づ
け
ば
、
こ
う
し
た
結
果
に
な
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。

2
9
　
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
（
前
出
）
の
最
後
に
、
「
丹
羽
正
因
老
堀
部
因
察
迄
相
渡
差
越
候
絵
形
之
案
壱
枚
」
と
し
て
草
類
「
ネ
イ
ハ
」
の
図
註

　
の
模
写
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
㎜
二
八
一
丁
二
八
三
P
）
。
ど
の
領
内
の
絵
図
か
は
未
詳
。

3
0
　
『
越
前
国
福
井
領
産
物
』
一
集
成
1
）
は
残
っ
て
い
る
が
、
絵
図
註
書
帳
は
不
明
で
あ
る
。

3
1
　
注
2
4
の
書
状
で
、
萩
藩
の
家
老
が
「
此
内
絵
図
二
被
印
寸
戻
ハ
て
ハ
、
殊
外
分
り
か
た
き
物
多
、
一
略
）
願
ハ
何
と
そ
図
物
少
ク
有
之
候
へ

　
か
し
と
被
思
召
間
」
（
㎜
：
七
四
P
）
と
書
く
よ
う
に
、
多
数
の
絵
図
作
成
は
大
い
に
迷
惑
に
思
わ
れ
て
い
た
。
内
見
に
先
立
つ
「
音
物
」

　
も
、
「
細
川
殿
」
か
ら
教
え
ら
れ
た
工
作
で
、
絵
図
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
と
の
趣
で
あ
っ
た
。

3
2
　
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
に
『
周
防
国
産
物
帳
面
之
内
丸
点
書
抜
』
（
産
業
6
）
と
『
長
門
国
産
物
帳
面
之
内
丸
点
書
抜
』
（
産
業
7
一

　
が
残
っ
て
い
る
。

3
3
　
薩
摩
藩
で
は
同
じ
努
力
を
し
た
所
、
「
合
星
之
内
過
半
相
減
候
」
と
い
う
好
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
特
別
な
例
と
思
わ
れ

　
る
。
『
旧
記
雑
録
追
録
四
』
巻
八
一
、
M
九
八
四
文
書

3
4
　
　
『
集
成
』
に
は
乱
丁
が
あ
る
。
草
類
の
一
〇
六
七
頁
は
、
魚
類
の
一
〇
七
二
頁
の
後
に
入
る
べ
き
記
事
で
あ
る
。

3
5
　
国
易
の
類
別
内
訳
は
左
記
の
通
り
。
括
弧
内
は
△
印
で
註
書
を
求
め
ら
れ
た
内
数
。

　
周
防
国
　
菌
類
3
㈹
　
木
類
1
0
　
草
類
1
4
　
魚
類
2
6
　
介
甲
類
1
3
　
鳥
類
9
　
虫
類
1
5
　
蛇
類
6
ω
瓜
類
2
　
竹
類
－
　
石
玉
類
1
ω

長
門
国
　
穀
類
2
②
菌
類
2
　
木
類
3
4
　
草
類
3
7
　
魚
類
2
5
　
貝
類
1
4
　
甲
類
2
　
鳥
類
9
　
獣
類
2
　
虫
類
1
0
　
竹
類
1
ω

3
6
　
内
訳
は
次
の
通
り
。

萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程

三
一



三
二

　
菜
類
2
　
草
類
1
2
　
木
類
1
7
　
菌
類
4
　
虫
類
4
3
　
蛇
類
7
　
介
類
2
6
　
魚
類
4
2
　
鳥
類
1
8
　
獣
類
3
　
石
類
1

3
7
　
内
訳
は
、
木
類
u
種
、
菜
⑱
草
類
u
種
、
貝
類
－
種
、
虫
類
－
種
の
計
2
4
種
で
あ
る
。

3
8
　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
参
照
。

3
9
　
他
の
記
事
の
中
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
「
棉
欝
」
に
は
、

　
　
　
御
本
手
之
分
不
被
差
登
、
岩
国
分
被
差
登
候
段
ハ
、
岩
国
と
同
物
之
品
ハ
岩
国
分
二
限
リ
可
被
差
登
と
の
御
当
職
処
ニ
テ
御
相
談
之
上
、

　
　
　
右
之
通
被
差
登
候
事
。
（
九
一
…
P
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ブ
リ
ザ
シ

「
御
詰
瀦
処
ニ
テ
御
相
談
之
上
」
と
あ
る
か
ら
、
誰
か
一
人
で
決
定
さ
れ
た
方
針
で
は
な
い
。
但
し
、
周
防
の
「
水
蔓
」
と
長
門
の

　
「
蝿
」
を
、
大
小
が
違
う
だ
け
の
同
物
と
の
決
定
に
は
、
長
門
の
担
当
者
は
従
わ
ず
、
岩
国
図
と
は
別
に
当
嶋
宰
判
の
図
を
掲
げ
、
『
註

　
書
拍
』
に
見
え
な
い
「
ヱ
プ
蝿
ン
　
水
中
二
生
ス
。
形
蔓
二
似
テ
扁
ク
、
ト
ン
ホ
ウ
ニ
化
ス
」
（
『
長
門
国
産
物
之
内
絵
形
』
㎜
八
二
九
P
）
を
加
え
て

　
い
る
。
ト
ン
ボ
云
々
は
と
も
か
く
、
絵
図
か
ら
岩
国
は
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、
長
門
は
タ
イ
コ
ウ
チ
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
注
3
の
拙
稿
「
『
周

　
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
」
で
ア
メ
ン
ボ
に
比
し
た
の
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
、

4
0
　
注
2
の
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
史
』
三
七
P
参
照
。

4
1
　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
参
照
。

4
2
　
「
烏
田
智
庵
と
其
医
系
」
（
中
外
医
事
新
報
、
三
主
ハ
号
、
昭
和
三
年
）

4
3
　
島
田
勇
雄
「
長
防
産
物
名
寄
に
お
け
る
魚
類
」
近
世
文
芸
史
稿
、
二
二
号

4
4
　
但
し
、
前
年
に
江
戸
へ
出
し
た
下
書
き
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
内
見
で
の
指
示
に
従
っ
て
、
長
門
の
最
後
に
「
防
長
両
国
産
物
之
内
献
上

　
之
品
」
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
後
の
変
更
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
所
を
参
照
の
こ
と
。

4
5
　
長
門
と
周
防
を
包
括
的
に
呼
ぶ
場
合
は
「
防
長
」
が
普
通
で
、
当
時
の
用
例
も
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
（
前
注
参
照
）
。
「
長
門
国
産
物
名

　
寄
」
が
前
半
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
長
防
」
と
題
し
た
と
す
れ
ば
、
当
地
の
習
慣
に
疎
い
後
人
の
命
名
か
も
知
れ
ず
、
『
両
国
本
草
』
が
穏
当

　
と
い
う
考
え
も
あ
ろ
う
。

4
6
　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
参
照
。

4
7
　
山
口
宰
判
の
も
の
は
山
口
県
文
書
館
、
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
（
産
業
八
五
〇
1
三
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

4
8
　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
四
〇
P

4
9
　
拙
稿
「
『
長
門
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
島
大
国
文
、
二
〇
号

5
0
　
前
大
津
郡
の
「
産
物
名
寄
帳
」
は
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
（
経
済
六
三
一
に
あ
る
。
冒
頭
か
ら
穀
類
、
菜
類
、
瓜
類
お
よ
び
菌
類
の
一
部
が

失
わ
れ
て
お
り
、
虫
損
が
甚
だ
し
い
箇
所
が
あ
る
。

5
1
　
注
4
3
の
論
文
で
、
島
田
勇
雄
氏
は
長
門
と
周
防
の
担
当
者
が
別
人
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
そ
れ
ぞ
れ
烏
田
智
庵
と
仁
保
玄
珠
と
推
定
さ



　
れ
た
。
少
な
く
と
も
魚
類
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
方
針
で
整
理
⑧
編
集
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

5
2
　
注
9
の
書
式
を
参
照
。

5
3
　
岩
国
の
報
告
書
は
穀
類
を
後
に
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
模
倣
に
し
て
は
他
の
配
列
が
相
違
す
る
。

5
4
　
登
録
番
号
、
特
1
1
脳
。
片
面
二
一
行
の
罫
界
入
り
用
紙
二
一
二
枚
の
写
本
で
（
日
野
氏
が
「
自
序
、
凡
例
、
本
文
と
合
せ
て
二
十
二
丁
」

　
と
す
る
の
は
誤
り
）
、
「
両
国
本
草
名
寄
　
凡
例
」
、
智
庵
の
「
両
国
本
草
自
序
」
、
そ
し
て
「
両
国
産
物
名
寄
」
本
文
二
一
枚
か
ら
成
っ
て
い

　
る
。
末
尾
に
「
明
治
三
十
年
十
二
月
三
十
日
／
芝
区
赤
羽
橋
畔
一
書
緯
ニ
テ
購
求
ス
」
と
識
語
が
あ
り
、
「
白
井
」
の
印
が
見
え
る
と
こ
ろ

　
か
ら
、
旧
蔵
者
白
井
光
太
郎
氏
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

5
5
　
注
1
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学
史
』
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ジ
ュ
シ
ヤ
ケ

5
6
　
『
長
防
産
物
名
寄
』
で
不
詳
と
注
記
さ
れ
た
「
金
燈
草
」
に
「
章
按
」
と
し
て
詳
注
が
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
「
コ
マ
ツ
ナ
ギ
」
に

　
「
大
坂
ニ
テ
云
ハ
龍
牙
草
也
」
と
大
坂
方
言
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
近
畿
在
住
者
に
よ
る
編
集
の
可
能
性
が
あ
る
。
鳥
田
智
庵
の
本
草
学
の

師
松
岡
恕
庵
は
、
字
を
成
章
と
い
ケ
が
、
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

5
7
　
別
に
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
所
収
M
3
書
状
（
㎜
二
四
七
∫
＝
四
九
P
）
に
も
写
し
が
あ
る
。

5
8
　
福
岡
藩
は
二
一
月
に
な
っ
て
も
提
出
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
正
伯
か
ら
「
若
不
残
相
揃
清
書
済
候
迄
も
不
被
指
出
候
テ
ハ
、
其
段
御
届

　
不
士
戻
テ
ハ
難
成
候
」
と
脅
さ
れ
て
い
る
。
注
2
の
附
録
文
書
参
照
。

5
9
　
産
物
調
査
の
公
式
目
的
で
あ
る
『
庶
物
類
纂
』
後
編
の
完
成
が
元
文
三
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
利
用
す
る
た
め
に
無
理
な
要
求

　
を
行
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
、

6
0
　
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
所
収
M
7
書
状
（
㎜
二
乗
∫
≡
ハ
八
P
）

6
1
　
『
註
書
把
』
の
各
条
に
詳
し
い
記
事
が
あ
る
。
図
註
の
作
成
は
確
か
に
迷
惑
な
企
て
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
不
舞
北
さ
れ
た
絵
図
ま

　
で
用
意
す
る
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
『
内
見
之
覚
』
と
『
註
書
拍
』
に
よ
れ
ば
、
他
に
「
内
護
」
註
書
を
二
つ
（
舟
虫
、
ア
シ
タ
カ
）

作
っ
て
い
た
。
「
本
字
フ
ナ
虫
ハ
図
註
好
ニ
テ
も
無
御
座
戻
得
共
、
別
種
之
分
リ
為
御
見
合
、
先
註
計
差
登
候
」
（
W
一
〇
冒
＝
P
）
と
正
伯
の
判
断

　
に
不
審
を
差
し
挟
ん
で
い
る
た
め
か
、
こ
の
時
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
産
物
は
す
べ
て
周
防
に
属
し
、
『
註
書
拒
』

　
で
は
内
護
云
々
が
な
く
周
防
の
最
後
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

6
2
　
　
『
丹
羽
正
伯
一
件
』
所
収
M
1
O
書
状

6
3
　
こ
れ
に
よ
り
一
二
種
の
異
な
る
下
書
き
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
に
な
る
。
「
周
防
産
物
名
寄
」
は
書
き
換
え
を
含
む
新
し
い
下
書
き
に
基
づ

　
い
た
と
思
わ
れ
る
。

6
4
　
書
状
に
い
う
通
り
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
二
例
は
元
文
元
年
の
本
帳
下
書
き
に
載
っ
て
い
な
か
っ
た
か
、
見
出
し
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
長
門
「
タ
ノ
モ
バ
ナ
」
周
防
「
紫
ノ
ト
ラ
ノ
ヲ
」
を
除
く
一
一
例
は
『
長
防
産
物
名
寄
』
に
何
ら
か
の
形
で
記
載
が
あ
る
。
「
海
カ

萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程

三
三



三
四

65717069686766
メ
、
サ
ワ
キ
、
ヤ
ウ
、
辿
η
キ
、
ツ
カ
ニ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
」
は
逸
出
し
ま
た
は
一
種
名
叱
七
㌃
戴
喝
が
、
ク
「
ヴ
カ
ニ
シ
、
ク
マ
バ
チ
、
ア
ゼ

ス
イ
、
ア
ヲ
ヤ
ン
マ
、
牛
轟
、
サ
カ
リ
ク
モ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
螺
、
蜂
、
ツ
チ
ハ
チ
、
蜻
挺
、
壁
風
、
蜘
蛛
」
の
異
名
で
あ
る
。
所
が
、

他
資
料
に
清
書
本
で
は
見
出
し
と
な
っ
て
い
た
証
拠
が
あ
る
か
ら
、
江
戸
へ
送
っ
た
下
書
き
は
清
書
本
に
極
め
て
近
く
、
『
長
防
産
物
名

寄
』
が
依
拠
し
た
下
書
き
と
も
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
が
『
岩
国
御
領
産
物
御
問
合
之
覚
』
（
前
出
）
の
引
用
書
と
同
じ
で
あ
る
の
は
、
産
物
改
役
の
利
用
で
き
た
参
考
書
が
こ
の
範
囲

に
と
ど
ま
る
証
拠
と
な
る
か
。

　
注
4
2
に
同
じ
。

　
注
4
9
の
拙
稿
参
照
。

　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
参
照
。

　
注
6
3
参
照
。
　
　
　
　
－

　
注
3
の
拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
」
の
中
で
、
ト
ン
ボ
類
と
ダ
ニ
類
の
記
事
に
つ
い
て
一
部
を
試
み
て
い
る
。

　
山
口
県
文
書
館
の
毛
利
家
文
庫
目
録
の
本
書
の
条
に
は
、
「
絵
図
は
吉
山
常
房
の
描
い
た
も
の
（
田
中
助
一
氏
調
査
）
」
と
書
き
込
み
が

あ
る
が
、
未
確
認
で
あ
る
。

補
注
－
　
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
『
享
元
塵
饒
志
』
一
八
冊
は
、
加
賀
前
田
藩
の
産
物
帳
関
係
資
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
そ
の
第
二
冊
に
、
享
保
一
九
年
閨
二
月
七
日
か
ら
二
七
日
ま
で
の
問
に
正
伯
が
集
め
た
大
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
萩
藩

　
主
「
松
平
（
毛
利
）
大
膳
大
輔
」
は
二
一
日
に
、
津
和
野
藩
ほ
か
一
四
藩
と
共
に
招
か
れ
た
ら
し
い
。

補
注
2
　
桂
芳
樹
校
訂
『
改
訂
柳
井
種
痘
日
記
⑧
周
防
岩
国
産
物
目
録
』
一
昭
和
五
四
年
、
岩
国
徴
古
館
）
に
よ
る
と
、
毛
利
家
文
庫
に
現
存

　
す
る
岩
国
報
告
書
に
は
、
草
類
の
一
部
（
1
X
巻
；
二
P
の
ド
ク
ダ
ミ
以
前
の
数
丁
）
に
脱
落
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

補
注
3
　
徳
山
市
立
図
書
館
双
書
第
七
集
『
周
防
国
都
濃
郡
徳
山
領
産
物
附
立
』
一
昭
和
三
五
年
）
に
は
、
徳
山
毛
利
元
靖
氏
所
蔵
の
徳
山
産

　
物
帳
が
毛
利
家
文
庫
本
と
共
に
翻
亥
さ
れ
て
い
る
。
補
注
2
と
共
に
、
迫
野
虞
徳
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。


